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市長に就任し、走り続けて3年！　まだまだ走り続けます！

未 生創来

＜いつまでも地域で暮らせるまちをめざします！＞＜いつまでも地域で暮らせるまちをめざします！＞
○○中圏域において地域包括支援センターを開設中圏域において地域包括支援センターを開設
○○中・西圏域において認知症初期集中支援チーム員を配置（令和 5 年 11 月開始予定）中・西圏域において認知症初期集中支援チーム員を配置（令和 5 年 11 月開始予定）
○認知症カフェ（オレンジカフェ）の開設や運営の支援○認知症カフェ（オレンジカフェ）の開設や運営の支援
○健康器具のある都市公園マップの作成○健康器具のある都市公園マップの作成

＜市民の健やかな暮らしを支援します！＞＜市民の健やかな暮らしを支援します！＞
○○国保とく得健康応援キャンペーンの実施（ギフト券の配布等）国保とく得健康応援キャンペーンの実施（ギフト券の配布等）
○○高年生きがいサロンでまちの保健室を実施高年生きがいサロンでまちの保健室を実施
○○人工呼吸器用発電機購入にかかる費用の一部助成人工呼吸器用発電機購入にかかる費用の一部助成
○○乳房補正具購入にかかる費用の一部助成乳房補正具購入にかかる費用の一部助成
○医療機関・介護サービス事業者情報検索システムの充実○医療機関・介護サービス事業者情報検索システムの充実　　　　　　など　　　　　　など

01
安全 ･ 安心な
      まちづくり
市民の安全・安
心を確保する取
り組みを進めて
います！

柱
＜地域の防災・減災を推進します！＞＜地域の防災・減災を推進します！＞
○自主防災組織活動補助金制度の創設○自主防災組織活動補助金制度の創設
○体験型防災イベントの実施（令和 5 年 11 月頃予定）○体験型防災イベントの実施（令和 5 年 11 月頃予定）
○○防災倉庫の整備、災害用備蓄物資の計画的な確保防災倉庫の整備、災害用備蓄物資の計画的な確保
○○民間事業者等との連携・協力の拡充民間事業者等との連携・協力の拡充（（災害協定締結：83 件災害協定締結：83 件（（令和 5 年 7 月現在令和 5 年 7 月現在））））
○○消防力の維持・強化をめざす消防力の維持・強化をめざす（（仮称仮称））大阪南消防組合の発足に向けた協議の推進大阪南消防組合の発足に向けた協議の推進

＜市民の安全・安心を守ります！＞＜市民の安全・安心を守ります！＞
○市内コンビニエンスストア・交番への AED 設置（30○市内コンビニエンスストア・交番への AED 設置（30 カ所カ所設置設置（（令和 5 年 7 月現在））令和 5 年 7 月現在））
○○新新庁舎整備に向けた基本計画の策定庁舎整備に向けた基本計画の策定
○○横断者注意喚起灯の設置拡大（令和 6 年 1 月頃着手）横断者注意喚起灯の設置拡大（令和 6 年 1 月頃着手）
○○スズメバチ等の巣駆除費用の一部助成スズメバチ等の巣駆除費用の一部助成　　
○高齢者を対象とした特殊詐欺被害防止のための自動通話録音装置貸与の拡充○高齢者を対象とした特殊詐欺被害防止のための自動通話録音装置貸与の拡充　など

02
健 康・ 福 祉 の
充実と向上
市民一人ひとりの
ライフステージに
応じた主体的な
健康づくりを進め
ています！

柱

　市長に就任し、3年が経過しました。　市長に就任し、3年が経過しました。
　　羽曳野の未来創生に向け、７つの柱に掲げ羽曳野の未来創生に向け、７つの柱に掲げたた施施
策・事業を推進し、多様なニーズに応え、スピード策・事業を推進し、多様なニーズに応え、スピード
感をもって皆様とともに一歩ずつ着実に進めて感をもって皆様とともに一歩ずつ着実に進めているいる
ところです。ところです。
　未来に向け、　未来に向け、安心して住みたい、住み続けたいと安心して住みたい、住み続けたいと
思うまちをめざしてまいります。思うまちをめざしてまいります。

この1年に取り組んだこの1年に取り組んだ「主な取り組み」や「財政状況」「主な取り組み」や「財政状況」
について、について、広報8月号・9月号の2カ月にわたっ広報8月号・9月号の2カ月にわたっ
ててご紹介させていただきます。ご紹介させていただきます。

羽曳野市長　山入端　創羽曳野市長　山入端　創



3−はびきの　令和5年（2023年）8月−

03
子育て支援 ･ 学
校教育の充実
羽曳野の未来を
担う子どもへの
投資をしっかり
と行っています！

＜子育てを応援します！＞＜子育てを応援します！＞
○○ 0 ～ 2 歳児の保育料を、第 2 子で半額化、第 3 子以降で無償化0 ～ 2 歳児の保育料を、第 2 子で半額化、第 3 子以降で無償化
○○第 3 子以降の学校給食費を、小学校で全額相当分助成、中学校で半額助成（令和第 3 子以降の学校給食費を、小学校で全額相当分助成、中学校で半額助成（令和
　　5 年 10 月受付開始）5 年 10 月受付開始）
○公立認可保育施設において、使用済み紙おむつの処分サービスを開始○公立認可保育施設において、使用済み紙おむつの処分サービスを開始
○学校への欠席連絡や学校からの連絡配信を一元的に行える連絡ツールを導入○学校への欠席連絡や学校からの連絡配信を一元的に行える連絡ツールを導入

＜教育・保育環境を充実します！＞＜教育・保育環境を充実します！＞
○○第 3 の公立認定こども園（令和 8 年度開園）整備にかかる基本設計・実施設計に着手（令第 3 の公立認定こども園（令和 8 年度開園）整備にかかる基本設計・実施設計に着手（令
　　和５年 10 月頃予定）和５年 10 月頃予定）
○○学校給食センターの建替整備にかかる基本設計を実施学校給食センターの建替整備にかかる基本設計を実施
○○小学校・義務教育学校の体育館へのエアコン整備に着手小学校・義務教育学校の体育館へのエアコン整備に着手
○○学校施設の改修工事の実施（河原城中学校学校施設の改修工事の実施（河原城中学校バリアフリー等バリアフリー等・丹比小学校体育館屋根（令和・丹比小学校体育館屋根（令和
　　5 年 8 月頃～）・誉田中学校プール（令和 5 年 9 月頃～）・羽曳が丘小学校プールサイド）5 年 8 月頃～）・誉田中学校プール（令和 5 年 9 月頃～）・羽曳が丘小学校プールサイド）
○はびきの英語ドリーム・フェスティバルの実施＆英検 IBA 受験料を助成○はびきの英語ドリーム・フェスティバルの実施＆英検 IBA 受験料を助成
○○児童・生徒に 1 人 1 台整備されているタブレット端末でのはびきの電子図書館の利用開始児童・生徒に 1 人 1 台整備されているタブレット端末でのはびきの電子図書館の利用開始
○支援の必要な児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援体制の充実○支援の必要な児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援体制の充実
○○全小学校で平日放課後の校庭開放を開始全小学校で平日放課後の校庭開放を開始

＜こどもの健やかな育ちを支援します！＞＜こどもの健やかな育ちを支援します！＞
○○新生児の聴覚スクリーニング検査費用を一部助成新生児の聴覚スクリーニング検査費用を一部助成
○○乳乳幼児健診の視力検査に屈折検査を導入幼児健診の視力検査に屈折検査を導入
○乳幼児フォロー健診において小児発達の専門医による診察・相談を実施○乳幼児フォロー健診において小児発達の専門医による診察・相談を実施
○より良い親子関係の構築に向けたペアレントプログラムの実施○より良い親子関係の構築に向けたペアレントプログラムの実施
○保健センター授乳室をリニューアル                 ○保健センター授乳室をリニューアル                 　　　　など　　　　など

柱

04
交通 ･ インフラ
整備の促進
駅周辺やインフラ
の整備など、計画
的な都市基盤の
整備・充実に取り
組んでいます！

＜安全で快適な道路・交通環境を確保します！＞＜安全で快適な道路・交通環境を確保します！＞
○�○�恵我ノ荘駅前南側広場に送迎車両の乗降スペースを整備（令和 5 年 9 月 1 日供用恵我ノ荘駅前南側広場に送迎車両の乗降スペースを整備（令和 5 年 9 月 1 日供用

開始予定）開始予定）
○○西浦交差点の改良に向けた詳細設計を実施西浦交差点の改良に向けた詳細設計を実施
○高鷲小学校南側の道路拡幅および歩道の設置（令和 5 年 7 月下旬着手）○高鷲小学校南側の道路拡幅および歩道の設置（令和 5 年 7 月下旬着手）
○大阪府と連携して進めている一般府道郡戸大堀線歩道整備の早期完成を促進○大阪府と連携して進めている一般府道郡戸大堀線歩道整備の早期完成を促進
○�都市計画道路八尾富田林線の関連道路のルートや交差点の設計を実施（令和 5 年○�都市計画道路八尾富田林線の関連道路のルートや交差点の設計を実施（令和 5 年

9 月頃～）9 月頃～）
○道路の再舗装など適切な維持管理○道路の再舗装など適切な維持管理

＜うるおいのある生活環境を確保します！＞＜うるおいのある生活環境を確保します！＞
○水道施設の整備（壺井配水池更新工事、西浦受水場改良工事、壺井浄水場羽曳山○水道施設の整備（壺井配水池更新工事、西浦受水場改良工事、壺井浄水場羽曳山
　　配水場送水管更新工事）配水場送水管更新工事）
○下水道施設の整備（羽曳が丘地区の下水道管路の実施設計・更新工事、碓井ポン○下水道施設の整備（羽曳が丘地区の下水道管路の実施設計・更新工事、碓井ポン
　　プ場の電気設備更新・耐震化工事）プ場の電気設備更新・耐震化工事）

＜多様なニーズに対応した新たな空間整備に取り組みます！＞＜多様なニーズに対応した新たな空間整備に取り組みます！＞
○○南阪奈道路高架下に（仮称）スケボーパークはびきのを整備南阪奈道路高架下に（仮称）スケボーパークはびきのを整備（（令和 5 年 12 月頃着手）令和 5 年 12 月頃着手）
○○安全で安心してボール遊びができる安全で安心してボール遊びができる（（仮称仮称））島泉まちかど遊び広場を整備島泉まちかど遊び広場を整備　　　　などなど

柱
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※�予算の都合により、期間が
変更される場合があります。

※�条件など詳しくは、市ウェ
ブサイトや広報で順次お知
らせします。

※�キャッシュレス決済の導入を
検討される店舗様は市ウェ
ブサイトをご覧ください。

〈実施予告〉

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、市民生活の一助および地域経
済の活性化を図ることを目的としてキャッシュレス決済ポイント還元事業を実施します。

キャンペーン事務局コールセンター　☎ 0120-997-674（受付時間 9:00 ～ 17:00）

【 対 象 】 市内に在住・在勤・在学している方　　【 定 員 】 35 人（質問 5 人・傍聴 30 人）
【 申 込 】 下記内容を記載の上、郵送・FAX・メール・インターネットのいずれかで申し込みください。
　　　　≪ 8 月 31 日必着≫
　　　　［質問の方］①氏名、住所（または勤務先名・学校名）、電話番号、年齢
　　　　　　　　　  ②語り合いたい意見や提言（要点）
　　　　　　　　　　※オンラインでの参加の場合は、「オンライン希望」と記載願います。
　　　　［傍聴の方］氏名、住所（または勤務先名・学校名）、電話番号、年齢
　　　　　　　　　　※ YouTube での LIVE 配信を予定しています。

羽曳野市地域応援キャッシュレス決済
ポイント還元キャンペーン

タウンミーティングタウンミーティング  参加者募集
－みなさんの声を市政に－市長がお答えします。

市民のみなさんと市長が羽曳野の未来創りに向けて直接語り合う「タウンミーティング」を開催します。
まちの魅力創造について、みなさんが日ごろから感じている意見や提案について、市長と語り合ってみませんか。

市役所別館 3 階 会議室
※オンラインでの参加もできます！！

市民協働ふれあい課
☎ 072-958-1111（代表）　FAX 072-958-0397
メール shiminkyoudou@city.habikino.lg.jp
〒 583-8585 羽曳野市役所 市民協働ふれあい課「タウンミーティング」係

申込
・

問合せ先

【とき】 10 月 1 日 日
13:00 ～ 14:30（12:30 受付）

【場所】
テーマ　まちの魅力創造

※当日は LIVE 配信を行うため、
ご参加いただいた方が映像に映り
込む場合がありますので、あらか
じめご了承ください。

申込 QR コード

2020％還元％還元
最大最大

※ 8 月 21 日㈪に開設します。

PayPayPayPay
9 月 17 日㈰～ 30 日㈯

第 1 弾

auPAY・楽天ペイauPAY・楽天ペイ
10 月 1 日㈰～ 14 日㈯

第 2 弾

付与上限：1,000 円相当 / 回付与上限：1,000 円相当 / 回
　　　　　3,000 円相当 / 期間　　　　　3,000 円相当 / 期間
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電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金
1 世帯あたり 3 万円電力・ガス・食料品等価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が

大きい住民税均等割非課税世帯に対して、１世帯あたり３万円を支給します。

【問合せ】羽曳野市価格高騰重点支援給付金コールセンター
☎ 072-947-4140（平日 9:00 ～ 17:00）

【配偶者等からの暴力（DV）を理由に避難されている方】	
　�配偶者等からの暴力を理由に避難され、羽曳野市へ住民票を移すことができ

ない方も、一定の要件により支給を受けることができる場合がありますので、
お問い合わせください。

【支給時期】
　確認書（または申請書）の受理後、審査が完了してから 3 週間後が目安です。
　※審査の結果については、後日通知します。

【給付額】
　1 世帯あたり3 万円（1 回限り）
　※この給付金は、所得税などの課税および差し押さえの対象となりません。

【注意】
　「振り込め詐欺」や「個人情報の搾取」にご注意ください！
�　�市では、市民の方に ATM の操作をお願いすることや、支給のための手数料な

ど振込を求めることはありません。不審な電話があった場合は市役所や最寄り
の警察署か警察相談専用電話（＃ 9110）にご連絡ください。

詳細はこちらから

令和 5 年 6 月 1 日時点で羽曳野市に住民登録がある方

世帯全員が令和 5 年度
「住民税均等割非課税」の世帯

修正申告などにより世帯全員が令和 5 年度
「住民税均等割非課税」になった世帯

対象となる可能性のある世帯
には、羽曳野市からすでに
確認書を送付しています。

確認書に必要事項を記入の上、
同封の返信用封筒に入れ、

期限までに提出してください。

※一部申請が必要な
場合があります。

世帯の中に令和 5 年 1 月 2 日
以降に転入した方がいる

場合は、前住所地の
市区町村に照会します。

⇒調査後、羽曳野市から
確認書を送付します。

確認書に必要事項を記入の上、
同封の返信用封筒に入れ、

期限までに提出してください。

※一部申請が必要な
場合があります。

申請が必要です。

申請書は、羽曳野市ウェブサイト、
市役所、支所、人権文化センター

で配布しています。

申請書に必要事項を記入の上、
必要書類を添えて

期限までに提出してください。

【申請窓口】市役所 本館 4 階

いずれも提出期限は、令和 5 年 10 月 31 日㈫【必着】です。

【支給対象と申請の手続き】

▼
▽
▼
▽
▼

▼
▽
▼

▼ ▼

▼ ▼ ▼

▼

« 受給には手続きが必要です »

＼ 黄色の封筒でお届けします！ ／

（ 1 回 限り）

価格高騰重点支援給付金のご案内



6 −はびきの　令和5年（2023年）8月−

～ステージ内容～
金婚祝賀会式典または敬老会式典

 月亭八方（落語）
 海原はるか・かなた（漫才）

生駒尚子（歌謡ショー）
※出演者は予告なく変更する場合があります。

羽曳野市金婚祝賀会・敬老会羽曳野市金婚祝賀会・敬老会
日時

会場

令和 5 年 9月 18日（月 ･ 祝）
≪ 第一部 金婚祝賀会 ≫　10:00 ～ 11:30
≪ 第二部 敬老会 ≫　   　14:00 ～ 15:30

LIC はびきの ホールＭ
定員 284 席

★申込が必要です。     
★申込多数の場合は抽選
敬老会が定員超過となり、
第一部の座席に余裕があれ
ば、第一部にご参加いただ
ける場合があります。

入場無料

駐車場は２時間まで無料ですが、駐車台数には限りがあります。
市内４カ所からシャトルバスを運行します。（陵南の森、丹治はやプラザ、ＭＯＭＯプラザ、石川プラザ）
※利用される場合は、事前申込が必要です。
※交通事情により、開演に間に合わない場合もありますので、ご了承ください。
※発車時刻（調整中）に出発しますので、乗り遅れのないようにご注意ください。

【 申込方法 】
8 月 16 日㈬までに申請書を保健福祉政策課窓口（市役所別館１階）に提出または郵送（〒583-8585 誉田 4-1-1）してください。
  [ 郵送：８月１６日㈬必着 ]
申請書は、市ウェブサイトでもダウンロードできます。
申請書配布場所：保健福祉政策課、支所、陵南の森、MOMOプラザ、丹治はやプラザ、石川プラザ、人権文化センター

○次の場合、開催を中止します。あらかじめご了承ください。
①新型コロナウイルス感染症拡大の場合　　②当日午前７時で羽曳野市に気象警報が発令

月亭八方 海原はるか・かなた

【問合せ】保健福祉政策課（内線 1123）

≪ 第一部 金婚祝賀会 ≫
市内在住で住民登録し、過去に申請がなく、下記①②いずれ
かに該当するご夫婦
①昭和 48 年 10 月 1 日以前に婚姻届を提出しているご夫婦
②実際に婚姻してからの年数が 50 年以上であることを証明で
きるご夫婦
※戸籍謄本の写し（①の場合）または、証明できる書類（②
の場合）の提出が必要です。
※後日、写真館にて記念撮影ができます。（撮影などの詳細は
別途お知らせします）

≪ 第二部 敬老会 ≫
市内在住の 60 歳以上の方

（昭和 38 年 10 月 1 日以前にお生まれの方 )

◆市内在住のご家族様も同席いただけます。
　・金婚祝いのご夫婦：ご家族２人まで
　・敬老会：ご家族１人まで
◆敬老会は過去に金婚祝を申請した方も参加いただけます。

6 −はびきの　令和5年（2023年）8月−
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2025年大阪・関西万博
公式キャラクター入りナンバープレート（原動機付自転車用）を交付します！

【交付枚数】
合計 300 枚の限定交付
番号は1番からではなく、既存のご当地ナンバープレートの続きから交付します。（ただし、「4」を含む番号は作成除外）

【対象車種】
原動機付自転車第一種（50cc 以下または定格出力 0.6Kw 以下のもの）220 枚（羽曳野市Ａ 2773 ～・白）
原動機付自転車第二種乙（90cc 以下または定格出力 0.8Kw 以下のもの）15 枚（羽曳野市Ｂ122 ～・黄）
原動機付自転車第二種甲（125cc 以下または定格出力 1Kw 以下のもの） 65 枚（羽曳野市Ｃ1211 ～・桃）

※既存のナンバープレートとの交換の場合、元の番号を引き継ぐことはできません。なお、自動車損害賠償責任保険の変更手
続きが必要な場合がありますので、事前に加入保険会社にご確認ください。
※書類に不備がある場合は、受け付けできません。
※令和5年8月15日の1日限定で万博ナンバープレートを配布するというものではなく、在庫がある限り交付いたします。交
付日初日は通常より受付やナンバープレートの交付に時間を要することが予想されます。
※混雑時に「万博ナンバープレートの手続き」と「その他税務課での手続き」を同時にする場合は、
別々での受付になります。

羽曳野市では、2025年大阪・関西万博の機運醸成を目的として、公式キャラクター「ミャクミャク」とロゴがデザインされた
原動機付自転車用のナンバープレートを令和5年8月15日㈫から交付します。
※既存のナンバープレート（通常もしくはご当地ナンバープレート）を持っている方は、1台につき1回に限り、万博ナンバープ
レートに交換することができます。新規登録の方は、既存のナンバープレートと万博ナンバープレートの3種類から選択できます。

【交付開始日】
8月15日㈫　9:00～受付開始

【場所】
市役所税務課（本館1階⑧番窓口）

【対象】
羽曳野市内を主たる定置場とする、下記の対象車種を所有する方で、万博
ナンバープレートの交付を希望する方

【申込】
1. 新規登録の場合
届出（来庁）者の本人確認書類、販売証明書または廃車証明書（再登録用）
※販売証明書（中古車）の場合は上記に加え、古物商許可証（コピー可）、
車台番号の写真または石ずりも必要となります。
2.既存のナンバープレートから交換する場合
届出（来庁）者の本人確認書類、申告済証、交付済みのナンバープレー
ト※納税義務者（基本は所有者）または同一世帯の親族以外の方が窓口
に来られる際は委任状が必要です。（羽曳野市外にお住まいの方は、同一
世帯の親族であっても委任状が必要です。）※同時に名義変更される場合
は、旧所有者が自筆した譲渡証明書が必要です。旧所有者が法人の場合は、
法人の代表者印（実印）を押してください。

【費用】
交付手数料無料

希望番号指定および予約等はできません。受付順に交付します。
法人名義および羽曳野市外に住民登録のある方など、上記以外の
登録に必要な書類などについては、下記問合せ先にご連絡ください。

合計300枚限定交付合計300枚限定交付

【問合せ】税務課（市役所本館1階⑧番窓口　内線：1570・1571）

詳しくはコチラ⇒
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下表のとおり職員を募集します。詳しくは、8 月 14 日㈪から市ウェブサイトに掲載する「職員採用試験募集要項」をご覧ください。

職種
採用
予定
人員

受　験　資　格

事務職
（社会福祉） 2 人程度

社会福祉士資格、精神保健福祉士
資格のうちいずれかを有しているか、
令和６年３月 31 日までに取得見込
みの方

技術職
（電気） 1 人程度

以下の要件のいずれかを満たす方 
①大学（短期大学を除く）において
電気を専攻する学部・学科を卒業し
ているか、令和６年３月 31 日までに
卒業見込みの方
②第一種電気工事士資格または電気
主任技術者（第一種、第二種、第三
種のいずれか）資格を有しているか、
令和６年３月 31 日までに取得見込
みの方

技術職
（化学） 1 人程度

大学（短期大学を除く）において化
学を専攻する学部・学科を卒業して
いるか、令和６年３月 31 日までに卒
業見込みの方

幼稚園教諭
・保育士 2 人程度

保育士（国家戦略特別区域限定保育
士を含む。）資格と幼稚園教諭免許
の両方を有しているか、令和６年３月
31 日までに両方の資格を取得見込
みの方

職種
採用
予定
人員

受　験　資　格

技術職
（土木） 1 人程度

１級土木施工管理技士資格または２級
土木施工管理技士資格を有している
か、令和６年３月 31 日までに取得
見込みの方で、かつ３年以上の実務
経験がある方

技術職
（建築） 1 人程度

１級建築士免許または２級建築士免許
を有しているか、令和６年３月 31 日
までに取得見込みの方で、かつ連続
する３年以上の実務経験がある方

保健師 1 人程度 保健師免許を有している方で、かつ
連続する１年以上の実務経験がある方

幼稚園教諭
・保育士 1 人程度

保育士（国家戦略特別区域限定保育
士を含む。）資格と幼稚園教諭免許
の両方を有している方で、かつ連続
する１年以上の実務経験がある方

※【事務職（社会福祉）】昭和 58 年４月２日以降に生まれた方
※【技術職（電気・化学）】平成 5 年４月２日以降に生まれた方
※【幼稚園教諭・保育士】平成 11 年４月２日～

平成 16 年４月１日に生まれた方

※昭和 58 年４月２日～平成 11 年４月１日に生まれた方

◆経験者採用

【問合せ】　人事課（内線 3421）

【採用予定人員】
消防吏員Ａ・消防吏員Ｂ 合わせて2 人程度（内訳：女性 1 人程度、男性 1 人程度）

【受験資格】
消防吏員Ａ：�平成 6 年 4 月 2 日以降に生まれ、令和６年３月までに大学（短期

大学除く）を卒業（見込み）の人
消防吏員Ｂ：（１）�平成10年4月2日以降に生まれ、令和６年３月までに短期大学・

高等専門学校・救急救命士専門学校を卒業（見込み）の人
 （２）�平成 12 年 4 月 2 日以降に生まれ、高等学校を令和 6 年 3

月までに卒業（見込み）の人
【採用予定日】
令和 6 年 4 月 1 日または令和 6 年 10 月 1 日※採用予定日は選択できません

【試験要綱配布期間および場所】
○期間：令和 5 年 7 月 27 日㈭～ 8 月 25 日㈮
○場所：消防本部および各署所
※当消防組合のウェブサイトからもダウンロード可。

【願書受付期間および場所】※原則、郵送のみ
○期間：令和 5 年 8 月 14 日㈪～ 8 月 25 日㈮
　　　 （令和 5 年 8 月 25 日㈮の消印有効）
○郵送先：〒 583-0015
藤井寺市青山 3 丁目 613 番地の 8
柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部　総務課人事係

（詳細は試験要綱に記載）

【試験日および場所】
○試験日：一次試験（教養試験・体力試験）令和 5 年 9 月 17 日㈰
二次試験（論文、集団討論、面接、身体検査）令和 5 年 10 月中旬～下旬予定
※一次試験合格者に対し二次試験を実施
○場所： 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
※申込人数などにより、試験の日程および場所が変更となる場合があります。

【問合せ】  柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
総務課 人事係（☎ 072-958-9926）

柏原羽曳野藤井寺消防組合消防吏員募集（後期）

羽曳野市職員募集

事務職
（障害者対象） 2 人程度

身体障害者手帳、療育手帳、または
精神障害者保健福祉手帳の交付を受
けている方

◆障害者採用

※昭和 58 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1 日に生まれた方

※�採用に関する詳細は当消防本部ウェブ
サイトにてご覧いただけます。
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マイナンバーカードの受け取りマイナンバーカードの受け取り、、電子証明書の更新手続きのための日曜窓口電子証明書の更新手続きのための日曜窓口
■日時　8 月 6 日㈰、27 日㈰　各日 9:00 ～ 12:00
■場所　①市役所本館市民課（2 番窓口）、②羽曳野市支所
　　　　※受け取り場所については、交付通知書（ハガキ）をご確認ください。
　※日曜窓口は大変混雑し、長時間お待ちいただくこと、駐車場が混雑することが予想されます。
　※日曜窓口ではオンライン予約は対応しておりません。
■マイナンバーカード受け取りの際の必要書類
　 ・ 交付通知書（ハガキ）　・ 通知カード　 ・ 本人確認書類（顔写真つきの書類なら 1 点、それ以外は 2 点以上）
　 ・ 住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
■マイナンバーカードの電子証明書更新手続きの際の必要書類
　 ・ マイナンバーカード　 ・ 更新通知書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ】　市民課・支所

マイナンバーカード申請サポートマイナンバーカード申請サポート
顔写真付きのマイナンバーカードを申請するにあたり、下記の会場で、写真撮影から申請までのサポートを行います。
■常 設 会 場　平日 9:00 ～ 17:00　森のゆうびん局 （受付場所 ： 市役所市民課）
■出張先施設　8 月 5 日㈯・12 日㈯・１９日㈯　各日 10:30 ～ 17:00　はびきのコロセアム（2 階大会議室）
■マイナンバーカードの申請に必要なもの
　 ・ 個人番号カード交付申請書 兼 電子証明書発行申請書（QR コード付申請書）※市役所、支所で再発行が可。
　 ・ 本人確認書類（免許証、健康保険証など）

マイナポイントの申し込み支援窓口を開設マイナポイントの申し込み支援窓口を開設中！中！
申し込み手続きがわからない、難しいと感じている方に、支援員が常駐し、端末操作などのサポートを行っています。
※対象は令和５年２月末までにマイナンバーカードを申請された方。※マイナポイントの申込期限は令和5年9月末までです。
■場所 • 時間
　①市役所本館 4 階 特設会場　②羽曳野市立総合スポーツセンター はびきのコロセアム 1 階 特設会場
　平日 9:00 ～ 17:00 （土日祝を除く）
■マイナポイントの手続に必要なもの
  ・ マイナンバーカード ・ 利用者証明用電子証明書のパスワード（マイナンバーカード取得時に設定した数字４桁）
  ・ キャッシュレス決済サービスが指定する「決済サービス ID」および「セキュリティコード」
　　※決済サービスによってはマイナポイントの申込みにあたって事前登録が必要な場合があります。
  ・（公金受取口座を登録される場合）登録する口座の情報（本人名義）がわかるもの
注意：利用者証明用電子証明書の有効期限（発行してから 5 回目の誕生日）が切れている場合は更新手続きが必要です。
　　　更新後 24 時間以内はマイナポイントの予約 ・ 申込ができませんので、あらかじめご了承ください。

【問合せ】マイナポイント支援窓口

キャッシュレスキャッシュレス決済と決済とセミセルフレジセミセルフレジを導入しましたを導入しました！！
令和 5 年 8 月 1 日より、市役所本館 1 階市民課では、各種証明書等交付手数料の支払いにおいて、クレジット
カード、電子マネーやコード決済によるキャッシュレス決済と職員との現金の受け渡しが不要なセミセルフレジ（現
金自動釣銭機）を導入しました。
今後も、市民の皆さまの利便性の向上に取り組んでまいります。
※コード決済については８月１日以降順次対応してまいります。
※支所は対応しておりません。
※マイナンバーカードおよび電子証明書再発行手数料は、現金のみ
のお支払いとなります。
※パスポート受領に関する手数料は、現金のみのお支払いとなります。

【問合せ】　市民課
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備えよう!!
～明日くるかもしれない災害に～

　夏から秋にかけて発生しやすい台風ですが、特に
8 月から 9 月に発生した台風は日本列島に接近また
は上陸することが多いと言われています。台風による
被害は時に深刻で人命を脅かすこともあります。台風
が来るというときに、落ち着いて行動し、ご自身や
家族を危険から守れるように事前に対策しておくこと
が大切です。

（例）
◦�テレビやラジオなどでこまめに気象情報などを収

集する。
◦�非常持ち出し袋や非常用食料を準備する。
◦�台風接近中は不要な外出は控え、危険な場所へは

近づかないようにする。
◦�避難場所の確認を行う。　　　　　　　　など

★今年度より、地域の皆さんによる防災活動に対し
補助する『羽曳野市自主防災組織活動補助金』制度
を新設しました。安全で安心して暮らせる災害に強い
まちづくりに向けて、地域における防災活動の充実や
これからの地域防災を考えるきっかけづくりにお役立
てください。※補助金制度の詳細は市ウェブサイトに
掲載しています。

【台風シーズンに備えて】

Vol.11

問合せ：危機管理課（内線 2720）

　この訓練は、携帯電話に訓練情報を送信（大阪府から13:33 頃 / 羽曳野市から13:35 頃）
します。 地震発生時の情報の入手や避難について考え、 実践する機会です。 いざという時
の行動を確認しましょう。

※�災害などにより、訓練を中止する場合があります。

≪問合せ≫
　 問問 大阪府（代表）　☎ 06-6941-0351
　 府民お問合せセンター　☎ 06-6910-8001
　 ※�当日は、電話がつながりにくくなることがあります。

事前にお問い合わせください。
　 府ウェブサイト［大阪 880 万人訓練］検索
　 （市役所）危機管理課　☎ 072-958-1111

主催：大阪 880 万人訓練実行委員会99月11 日（金）13:30 開始

大阪
880万人
訓練

≪注意事項等≫
■緊急地震速報のブザー音ではありません。
■�マナーモードでも着信音が鳴ります。映画館などでは

電源を OFF にしてください。
■�大阪府全域向けのメール送信に続いて、本市より

13:35 頃に２回目の訓練メールを送信します。
※�携帯電話の対応機種については、各携帯電話会社にお

問い合せください。
■�『エリアメール／緊急速報メール』に対応していない
機種をお持ちの方は、以下をご利用ください。

　・おおさか防災情報メール（登録者のみ）
　・Yahoo! JAPAN 「防災情報」 アプリ（登録者のみ）
　・NTT ドコモ 「地震防災訓練」 アプリ（登録者のみ）

全国瞬時警報システム
全国一斉情報伝達試験の実施

（第2回）

【 と き 】8 月 23 日㈬ 11:00 頃

当日は市内 55当日は市内 55カ所カ所に設置してある防災行政無に設置してある防災行政無
線から、一斉に、次のように放送されます。線から、一斉に、次のように放送されます。

① 上りチャイム音
② 「これは、Jアラートのテストです。」×3
③ 「こちらは、はびきのしです。」
④ 下りチャイム音

【 問合せ 】危機管理課危機対策室
　　　　　（内線 2713）

J アラートとは、地震・
津波や武力攻撃などの緊
急情報を、国から人工衛
星などを通じて瞬時にお
伝えするシステムです。

非常 用
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　大阪で最も多い犯罪は何だと思いますか？それは自転車の
盗難です。令和 4 年中の大阪府内での自転車盗難の被害件
数は 20,715 件で、約半数は鍵をかけていない状態で被害に
あっています。
　大切な自転車を守るために、駐輪する際は、たとえ短時間
であっても必ず鍵をかけましょう。
　また、自転車防犯登録は法律上の義務です。（自
転車の安全利用の促進及び自転車等の駐車対策
の総合的推進に関する法律）自転車防犯登録は自
転車盗難の予防と被害の早期回復に役立ちます。

鍵をかけていますか？大切な自転車

◦�シリンダー錠や、ディンプル
錠など防犯性能の高い鍵を
取り付けましょう！

◦ワイヤー錠などで二重に
　ロックをしましょう！
◦電動アシスト自転車のバッテリー盗難に注意！
　・確実なロックを！  ・二重ロックで被害防止を！ 
　・帰宅時はできる限り屋内で保管を！

【自転車盗難および盗難防止に関する情報】
　大阪府警察ホームページ

【問合せ】大阪府自転車商防犯協力会　☎ 06-6629-0750

最近、フリマアプリなどを利用した自転車の譲渡に関わるトラブルが増えています。
　◦防犯登録は個人情報です。
　◦自転車の受渡しの前に防犯登録の抹消は済んでいるのか、譲渡証明書があるかを確認してください。
　◦他人名義の防犯登録データを抹消するには本人（名義人）の委任状が必要です。

【フリマアプリや知人間で自転車を譲渡する際の注意点】

シリンダー錠 ディンプル錠

ワイヤー錠
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◆高齢者向けスマホ教室 《基本編》
スマホの操作でお困りのことはありませんか？
お持ちのスマホを使って、カメラやインターネットの基本操作な
どを学べる講座を開催します。

とき 8 月 22 日㈫ 13:30 ～ 15:30

場所
高年生きがいサロン 2 号館 ※駐車場がありませんの
で、徒歩・自転車などでお越しください。

対象 65 歳以上の市民の方
定員 先着 15 人 費用 無料

持物
筆記具・お手持ちのスマートフォン
 ※スマートフォンがない場合は貸出します。

申込
電話（8 月 7 日㈪ 9:00 から）
高年生きがいサロン 2 号館　☎ 072-931-2255

講師 ドコモショップ羽曳野店より派遣

※教室に参加していただくには、docomo の会員登録が必要と
なりますのでご了承ください。ご登録いただいた個人情報は、
適切な管理の上、目的以外の使用は一切いたしません。

地域包括支援課からのお知らせ ☎072-947-3822（直通）

まちの保健室 « 高年生きがいサロンで毎月実施 »
　�毎月専門職が運動・口腔・認知症・栄養などについて、相談会や講義を各高年生きがいサロンで実施します。各館によって内容は

毎月変わります。予約は各サロンへ前日までにお申し込みください。※講話終了後、希望者は介護相談ができます。

【対象】おおむね 65 歳以上の市民の方【費用】無料【定員】各 15 人

【２号館】恵我之荘 5-1-3　☎ 072-931-2255
とき 8 月 15 日㈫ 10:00 ～ 12:00

内容 長生きとトレーニングの関係について
終了後理学療法士による個別相談会

講師 羽曳野市理学療法士会

【3 号館】古市 1541-1　☎ 072-959-0220
とき 8 月 17 日㈭ 13:00 ～ 15:00

内容 災害時に備える食事と栄養について
講話後食事の個別相談会（管理栄養士による講話）

講師 西管理栄養士・地域包括支援課

【5 号館】野 640-1　☎ 072-931-6010
とき 8 月 17 日㈭ 10:00 ～ 12:00

内容
認知症予防講座～脳を使って物忘れを予防しよう～
認知症地域支援推進員による講座
終了後個別相談会

講師 認知症地域支援推進員

【6 号館】羽曳が丘 3-1-13　☎ 072-959-0580
とき 8 月 16 日㈬ 10:00 ～ 12:00
内容 地域のみんなで子どもの安全を守ろう！

講師 四天王寺大学
西元 康世准教授・宮原 真二助教

◆自動通話録音装置の貸与のお知らせ
特殊詐欺の被害が依然として多発している状況から、高齢者の
不安軽減、被害の未然防止のため自動通話録音装置を貸与しま
す。申込は下記の①～④の条件を全て満たしている方。

条件

①市民かつ市内在住の方
②介護保険施設などへ入所や病院へ長期に入院
　していない方
③ 65 歳以上の 1 人暮らし、または 65 歳以上
　高齢者のみ世帯
④居住住居に電話回線を引いて固定電話を設置
　していること。※一部取付不可の電話機あり。

受付開始 8 月 2 日㈬から

その他 １世帯に１台の貸与。100 台限定
申込後審査。貸与決定は別途通知あり。

問合せ 地域包括支援課　総務・在宅支援担当
☎ 072-947-3825

◆一般介護予防事業
自宅での運動習慣を身につけるために各サロンで介護予防の運
動を中心にお口の体操や栄養について専門の先生が講義を交え
ながら指導します。

期間 9 月から 11 月までの全８回
（運動 5 回・講義 3 回）　各 60 ～ 90 分

対象

● 65 歳以上の市民で、介護保険サービスを利用
　していない方　　
●医師より運動制限を受けていない方
●自力で来所・運動できる方
●本教室初参加の方

高年
生きがい
サロン

【２号館】火曜日　午前　☎ 072-931-2255
【３号館】木曜日　午後　☎ 072-959-0220
【5 号館】木曜日　午前　☎ 072-931-6010
【6 号館】水曜日　午前　☎ 072-959-0580

申込
各サロンの窓口にて。（8 月 1 日㈫～ 23 日㈬）
※電話不可。※申込多数の場合は抽選。
※他サロンとの同時申込は不可。　※参加費無料。

◆介護予防できらきらシニア
　　　熟年簡単クッキング教室参加者募集！！
9 月 21 日は世界アルツハイマーデーです。認知症予防に効果的
とされている食材を使って調理します。
 予定献立：さばと彩り野菜の甘酢あんかけ
　　　　　 きのこたっぷりごま味噌汁
　　　　　 れんこんとパプリカのきんぴら
　　　　　 かぼちゃのミルクようかん

とき 9 月 20 日㈬　10:30 ～ 13:00 頃
場所 保健センター ３階 栄養指導室
対象 65 歳以上の市民の方 費用 500 円（材料費込）

申込 地域包括支援課の窓口または電話
（8 月 18 日㈮まで）

持物 エプロン・三角巾・マスク・タオル・筆記用具
定員 10 名程度（応募多数の場合は抽選）

※�当日の体温 37.5 度以上の方、風邪症状のある方は参加でき
ません。状況により、中止や延期になる可能性があります。

（変更あり）

☆認知症予防コース

定員：30 人
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受講生募集
2023 年10月‐12 月

10月期

【対　象】　65 歳以上の羽曳野市民（令和 5 年10月1日時点）
     　※ただし、医師から運動制限を受けている方、ご自身で来所できない方を除く。※新規利用者を優先します。

【申　込】　8月7日㈪～18日㈮（平日 9:15 ～ 17:00 休館日 : 土日祝）　LIC ウェルネスゾーンに来館・電話にて申込。
　　　　　チラシの申込用紙に記入。1 人 1 講座( 第 3 希望まで記入可）※『㉑ LIC まちの保健室』を除く

【当選発表】　9月4日㈪～9月8日㈮　LIC ウェルネスゾーン入口横・市ウェブサイトに掲載。

※ロコモ予防：運動器（骨、関節、筋肉など）の機能低下などにより日常生活に制限や支障をきたす状態を防ぐ。

■プログラム紹介（参加費無料）

■スケジュール表

LICウェルネスゾーン

月 火 水 木 金

午前

⑨ラララフィット（ロコモ予防※）
9:15 ～10:45

④ラララサーキット
9:15 ～10:45

⑬骨盤底筋トレーニングクラス
9:15 ～10:45

⑪膝痛・腰痛改善クラス　
9:15 ～10:45

⑦ラララサーキット
9:15 ～10:45

①脳活性プログラム
（認知症予防）

11:00 ～12:30

⑭転倒予防クラス
11:00 ～12:30

⑤ラララサーキット
11:00 ～12:30

⑥ラララサーキット
11:00 ～12:30

⑩ラララフィット（ロコモ予防※）
11:00 ～12:30

午後

③ラララサーキット
13:30 ～15:00 

㉑LIC まちの保健室　
13:30 ～15:00

詳細はページ下部

⑫フィットネスウオーキング
13:30 ～15:00

②脳活性プログラム
 （認知症予防）

13:30 ～15:00

⑲やさしいクラフト教室
⑳おもしろ算数教室

13:30 ～15:00

⑮ノビ伸体操
15:15 ～16:15

⑯Let's 筋力トレーニング
15:15 ～16:15

⑰サーキットトレーニング
①15:15 ～16:00
②16:15 ～17:00

⑱サーキットトレーニング
①15:15 ～16:00
②16:15 ～17:00

⑧ラララサーキット
15:15 ～16:45  

㉑LICまちの保健室（要予約）　火曜日　13:30 ～15:00
　【場所】 LICウェルネスゾーン　【費用】 無料
　講座　【定員】各講座 15 人　　【申�込方法】施設への来館
　11月　7日「大切な家族を守るための救命方法」　【講師】看護師　　　　　【内容】誰でもできる応急手当
　11月14日「元気に動ける体づくりの食事」　　　【講師】管理栄養士 　　【内容】フレイル・サルコペニアの予防について
　11月28日「正しい歩き方について」　　 　【講師】健康運動指導士　【内容】ウォーキング方法（座学・実技）
　各種相談　【定員】6 人　【申込方法】来館または電話（事前に相談内容を伺います。）
　10月3日～12月２6日の火曜日（11月7日・14日・28日を除く）、【運動】第１・５週目　【健康】第２・４週目　【食事】第３週目
　トレーナー・看護師・管理栄養士が運動・健康・食事に関する小さな悩みでも個別で相談に応じます。

①②脳活性プログラム（認知症予防）
　椅子に座って行うリズム体操。体も脳も活性化させ認知機能向上を
　目指します。
　【１ｸｰﾙ1回：歯科衛生士による講話】
③～⑧ラララサーキット
　マシンを使った筋力トレーニングと、椅子に座って有酸素性運動の
　リズム体操を交互に行います。
⑨⑩ラララフィット（ロコモ予防）
　日常生活の動作に必要な筋肉をしっかり動かし、いつまでも自分の
　足で歩き続けられる体づくりを目指します。
⑪膝痛・腰痛改善クラス
　膝痛や腰痛の予防・改善に必要な筋力トレーニングを行います。
　【月1回：理学療法士による痛みや可動域の評価】
⑫フィットネスウオーキング　
　正しいウオーキングのフォームを身に付け、活動量計を使用し、運動
　量を確認しながら楽しく歩きましょう。（雨天・猛暑の場合は室内）
⑬骨盤底筋トレーニングクラス
　ミズノオリジナルツールを使用し、年齢と共に低下しやすい骨盤底筋
　にアプローチします。
⑭転倒予防クラス（筋トレ・バランス力強化）　
　ミズノオリジナルツールを使用し、足底のバランス向上や筋力トレー
　ニングを行い転ばない体づくりを目指します。
　【月1回：理学療法士による下肢筋力の測定】

⑮ノビ伸体操
　骨格体操とヨガのポーズを組み合わせることで、関節の動きをスムー
　ズにし、ストレッチ効果を引き出します。

⑯Let's 筋力トレーニング
　チューブを利用し、体幹や脚力などを強化する筋力トレーニング。

⑰⑱サーキットトレーニング
　DVD による、マシンと有酸素性運動を組み合わせたトレーニング。
　【1コマ 45 分　準備体操・サーキット2セット・整理体操】

文化プログラム
⑲やさしいクラフト教室
　折り紙・紙テープ・廃材などを利用して、製作します。	
　【とき】10月6日・20日、11月17日、12月1日・15日
　　　    13:30 ～15:00
　【持物】 はさみ・のり　【講師】 瀧田幸子
⑳おもしろ算数教室
　�算数マジックと謎解きを楽しみましょう。パズルに挑戦し、解く楽しみ

を味わいます。脳の活性化・認知症予防をはかります。
　【とき】10月13日・27日、11月10日・24日、12月8日・２2日
　　　 　13:30 ～15:00
　【講師】 SA ネット大阪おもしろ算数教室事業部長  二葉登代子

【予約・申込】　LIC ウェルネスゾーン　☎ 072-958-0711 ／  【事業に関する問合せ】地域包括支援課　☎ 072-947-3825

健康づくり・介護予防のため、ミズノが開発したプログラムが体験できます
－ LIC Wellness Zone －

LIC ウェルネスゾーン

定員各15人※㉑を除く
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市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

  【問合せ】■天王寺年金事務所  ☎ 06-6772-7531（代）
  [平　日] 8:30～17:15 ※週初めの開所日は19:00まで
  [ 第２㈯ ] 9:30 ～16:00
  ※電話は自動音声案内です。5で所員が対応します。
  ※繋がりにくい場合は、お手数ですが時間をおいてから
　  おかけ直しください。 　 

●国民年金保険料は口座振替による前納・早割をすると、納付書（現金）
及びクレジットカードで納めるより割引額が多く大変お得です。

●前納の種類は 2 年前納（4 月～翌々年 3 月分）、1 年前納（4 月～
翌年 3 月分）、6 か月前納（4 月～ 9 月分・10 月～翌年 3 月分）
の 3 種類です。

　◆口座振替での令和５年度分６か月前納（10 月～翌年 3 月分）の
新規お申込みは、令和５年８月中にお願いします。【 年金事務所 必着 】

●国民年金保険料の納付期限は翌月末ですが、当月末に口座振替する
方法のことを早割といいます。早割は月 50 円（年間 600 円）お得で、
随時受付しています。

●申込用紙は、保険年金課 年金担当または年金事務所の窓口にご用意
しています。

（日本年金機構のウェブサイトからも印刷可能です。）
◆提出先：金融機関または年金事務所
◆必要なもの：基礎年金番号がわかるもの・通帳・届出印

※詳しくは、年金事務所へお問い合わせください。

収入の減少や失業等により保険料の納付が困難な場合は、保険
料が免除・猶予される制度があります。保険年金課 年金担当まで
ご相談ください。
◆手続きに必要なもの

□基礎年金番号またはマイナンバーがわかるもの
□雇用保険被保険者離職票や退職辞令など
　（退職特例で申請する場合）
※過去に同一の失業などの理由により免除等を申請し、失業した

事実が確認できる書類を添付したことがある場合は、あらため
て添付する必要はありません。

◆申請時点の２年１か月前の月分までさかのぼって申請できます。
　過去２年間に未納期間がある方はご相談ください。
◆郵送での申請やマイナポータルからの電子申請も可能です。

※学生の方は「学生納付特例制度」をご利用ください。
免除や猶予が承認された期間は、年金の受給資格期間に算入されます。
未納のままにせず、手続きを行ってください。ねんきんネットは、インターネットを通じて年金の情報を手軽に

確認できるサービスです。24 時間いつでもどこでも、パソコンや
スマートフォンから年金情報を確認することができます。

●「ねんきんネット」で出来ること
　◆ご自身の年金記録の確認　◆電子版「ねんきん定期便」の閲覧
　◆将来の年金見込額の確認　◆各種通知書の確認   など
＊ご利用登録は、日本年金機構のホームページをご覧ください。
＊マイナンバーカードがあれば、マイナポータルからアクセスできます。

口座振替での国民年金保険料の納付（一番おトクな納付方法）

年金記録をいつでも閲覧できる「ねんきんネット」が便利です！

国民年金保険料の免除制度・納付猶予制度について

日本年金機構
ウェブサイト

肺がんについて肺がんについて

今回は肺がんについて、ご説明させていただきます。
肺がんは肺の中に出来る悪性腫瘍（癌）で、近年増加
傾向にあります。男性は女性の２倍、特に６０歳以降で
の罹患率が高いです。癌種別の死亡率でみても、男性
の死因の第１位、女性の死因の２位（ちなみに１位は大
腸がん）となっており、要注意の癌です。

肺がんの危険因子は喫煙です。禁煙により、肺がん
リスクの低下と治療効果の向上が見られるため、まず
は禁煙を心がけてください。また、高齢化に伴い、近年、
非喫煙者の肺がんも増加傾向です。遺伝子変異など様々
な要因で肺がんは発生するので、定期的な肺がん検診
を受けていただく事が大切と考えます。

肺がんの治療は進行度によりますが、手術、薬物療法、
放射線治療などを組み合わせます。特に近年は薬物
療法（抗がん剤や、がん免疫療法）の進歩に伴い、肺
がん患者さん、特に進行期の治療成績、５年生存率が
向上しています。

しかしながら、やはり病期が早いほど、生存率も高い
ので、禁煙継続と毎年の肺がん検診の受診を継続する
事が大切だと考えます。

医療法人恒尋会  はやま内科クリニック  葉山善友 （はびきの鍼灸マッサージ師協会）　☎ 072-958-5764

小児鍼は、生後１週間頃より小児期に至る期

間に、脳・脊髄神経の分布領域に当たる頭部、

躯幹、四肢の皮膚表面に軽微な接触、摩擦刺激

を与え、皮膚反射を利用して、自律神経の機能

を調整し、疾病の予防と治療、健康増進、体質

改善などを目的に行われる特殊鍼法であると言

えます。

小児の皮膚感覚は大人のそれとは大きく異な

り非常に敏感に反応するので、対象となる小児

の年令、体質、症状や疾患、刺激部位により最

も適応した手法（主として接触、摩擦）を選び、

刺激量にも強弱の変化をつけて、細心の注意を

傾けて行います。
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●開館時間10:00～ 18:00（中央は平日10:00～ 20:00　土日祝10:00～ 18:00）

〇中央　　　☎072-950-5501㈪休館　　〇丹比　　　☎072-937-2355㈮休館
〇陵南の森　☎072-952-2750㈮休館　　〇羽曳が丘　☎072-957-5553㈮休館
〇東部　　　☎072-950-2002㈮休館
〇古市　　　☎072-958-0050㈪㈫休館　開館時間10:00 ～ 17:30
〇ブックステーションはびきのコロセアム　
　　　　　　☎072-937-7210　　㈫㈭㈯の13:30 ～ 16:30 開館
全館休館　毎月最終水曜（12月を除く・祝日の場合は翌日）
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おはなし会（8 月） 今月の特集テーマ

中央図書館  5日㈯　19日㈯ 11:00～ 一般 アウトドアを楽しむ！
 27日㈰ 14:00～ 児童 夏だ！海だ！山だ！

陵南の森図書館
 13日㈰　26日㈯ 11:00～ 一般 ハードボイルド作家特集
 20日㈰ （小さい子向き） 11:00～

児童 ひんやり冷たいもの 20日㈰ （少し長いお話を聞ける子向き） 11:30～
東部図書館  9日㈬ 10:30～ 星の本
羽曳が丘図書館  12日㈯　26日㈯ 11:00～ 戦争について知ろう／夏休みの本

古市図書館  26日㈯ おはなしの森が語る夜の怖い
　　　    おはなし会（欄外をご覧ください） 17:30～

一般 やマウンテン！

児童 宿題おたすけ本／
平和について考えよう

丹比図書館  夏休みに役立つ本

◇こわいおはなし会（陵南）
日時　8月 6日㈰ 11:00 ～
場所　陵南の森図書館  会議室
◇古墳謎解きゲーム
　緑のカギに隠された謎（陵南）
～陵南の森図書館開館40周年記念事業～
実施期間　8月 1日㈫～ 8月 31日㈭
定員　先着300人
※初級編正解者全員に 40周年記念特製
クリアファイルのプレゼントあり

◇夏の星まつり（東部）
実施期間　8月 31日㈭まで
期間中に来館された方に、星型カードまた
は折り紙をお渡しします。カードには好き
な絵やメッセージを書いて、折り紙は星型
に折ってください。
図書館をみんなのお星さまでいっぱいにし
ましょう！
◇折り鶴を送ろう（羽曳が丘）
実施期間　8月 31日㈭まで
利用者の皆さんに折り鶴を折ってもらい、
できた物は特集コーナーに展示します。
折り鶴は特集終了後に広島平和記念公園
「原爆の子の像」に寄贈します。
◇まちがいさがし in 丹比図書館
実施期間　8月 31日㈭まで
2つのポスターにある5カ所の間違いを探
してください。3カ所以上正解で、丹比図
書館オリジナルしおりをプレゼントします。

おはなしライブ
～第１７回おはなしボランティアグループ

「はびきの」発表会～
日時　8月19日㈯13:30 ～
場所　ＬＩＣはびきの 音楽実習室
内容　「ももたろう」（エプロンシアター）
　　　「すてきな三にんぐみ」（大型絵本）
　　　「やさしいライオン」 ほか
主催　おはなしボランティアグループ「はびきの」

◇点字ってなあに（中央）
点字で自分のなまえのしおりをつくろう！＆点字クイズ
日時　8月26日㈯13:30 ～16:30
        （随時参加できます）

◇おはなしの森が語る 夜の怖いおはなし会（古市）
日時　8月 26日㈯ 17:30 ～ 18:30
内容  「ゆうかんな靴直し」（素話）、「雪女」（素話）、
　　  「指輪」（素話）ほか
対象　怖いおはなしが聞けるお子さん～大人
申込　8月2日㈬10:00～ 古市図書館窓口（電話不可）
　　　先着30人（小学生以下は保護者同伴）

◇夏休み！おはなし大会（中央）
～たべものいっぱい　おなかいっぱい！
おはなしの中に、たべものがいろいろでてくるよ！～

日時　8月 6日㈰
　　　第1部　13:30～（小さい子向き）
　　　第2部　14:00～（小学校低・中学年向き）
　　　第3部　14:40～（小学校高学年～大人向き）
場所　中央図書館1階
おはなし　「羽曳野市子ども文庫連絡会・おはなしの

森」の皆さん
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スケジュールなどの詳細は、センターニュース「てとてと」または、「市ウェブサイト」内、子育て支援センターのページをご覧ください。

種類 日程 対象児

4 カ月児
健康診査

8 月 18 日㈮ 令和 5 年 4 月 1 日～ 13 日
8 月 25 日㈮ 令和 5 年 4 月 14 日～ 30 日
9 月 15 日㈮・29 日㈮ 令和 5 年 5 月生まれ

1 歳 6 カ月児
健康診査

8 月 28 日㈪・29 日㈫ 令和 4 年 1 月生まれ
9 月 25 日㈪・26 日㈫ 令和 4 年 2 月生まれ

2 歳 6 カ月児
歯科健康診査

8 月 22 日㈫・23 日㈬ 令和 3 年 2 月生まれ
9 月 12 日㈫・13 日㈬ 令和 3 年 3 月生まれ

3 歳 6 カ月児
健康診査

8 月 4 日㈮・8 日㈫ 令和 2 年 2 月生まれ
9 月 1 日㈮・5 日㈫ 令和 2 年 3 月生まれ

乳幼児健康診査（場所：保健センター）
健診日 2 週間前までに通知が届いていない方はご連絡ください。

離乳食個別相談会（試食・保育なし）
■■とと■■きき   象象8 月17 日㈭ 15:30 ～16:30 の間 ※要予約
■■場場■■所所   象象保健センター3 階
■■対対■■象象   象象4カ月児健康診査受診後から1歳半頃までの乳幼児の保護者

« 広場 » ㈪～㈮ 10:00 ～11:30 ※㈷除く

子育て支援センター いちご
ぶどう
ばなな

0 歳児（令和 4 年 4 月 2 日生まれ～）
1歳児（令和 3 年 4 月 2 日～令和 4 年 4 月1日生まれ）
2・3 歳児（平成 31年 4 月 2 日～令和 3 年 4 月1日生まれ）

子育て支援子育て支援すくすくすくすく

お母さんと乳幼児 こども家庭支援課 母子保健担当　☎ 072-947-3888（直通）

電話・対面相談（育児相談・栄養相談）
［電話］平日 9:00 ～ 17:00［対面］平日 10:00 ～ 16:00
■■対対■■象象  � �象象象象乳幼児の保護者 ※対面は要予約

はじめての育児交流会
体重計測、助産師や保健師による育児相談、保護者同士での
情報交換、絵本や遊びの紹介など。
■■とと■■きき   象象9 月 28 日㈭ 14:00 ～ 16:00 ※要予約
■■対対■■象象   象象生後 3 カ月までの乳児と保護者（上の子の保育なし）
■■場場■■所所   象象保健センター 3 階

妊婦歯科健康診査（問診・歯科健康診査・歯科保健指導）
妊娠するとホルモンバランスの変化やつわりなどによってむし歯
や歯周病が発生・進行しやすくなります。歯周病は早産や低体
重児出産などと関係すると言われています。
■■対対■■象象  � �象象象象妊婦（妊娠週数 16 ～ 27 週に受けることが望ましい）

【実施医療機関】妊婦歯科健康診査受診券の裏側
　　　　　　　 （ピンク色のハガキ）参照

オンライン相談（妊娠・出産に関する相談・育児相談・栄養相談）
■■とと■■きき   象象平日 10:00 ～ 16:00
■■対対■■象象   象象妊娠中の方・妊娠を希望する方・乳幼児の保護者
■■申申■■込込  相談希望日の 1 週間前までに、市ウェブサイトの「オンラ
イン手続きサービス」または母子の健康・子育ての「オンライ
ン相談」から申請してください。

子育て支援センターむかいの　向野 523（向野こども園旧園舎）　☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361
みんなの広場 ㈪㈭㈮ ［誕生会］28 日・31 日  ［休み］4 日 いちご広場 ㈫ ［計測］22 日
ぶどう広場 隔週㈬ 9 日・23 日　［計測］23 日 ばなな広場 隔週㈬ 16 日・30 日　［計測］16 日
おはなしの広場 7 日㈪ 双子・年子の広場 4 日㈮
午後開放 ㈪㈫ 13:30 ～ 15:30

子育て支援センターふるいち　古市 4-2-9（古市複合館）　☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350
みんなの広場 ㈪㈫㈮ ［計測・誕生会］14 日・18 日　［休み］22 日

いちご広場 ㈬ ［計測］9 日・16 日　［誕生会］16 日　［休み］23 日　※完全入替２部制（9:45 ～ 10:45/11:00 ～ 12:00）
ぶどう広場 隔週㈭ 3 日・17 日　［教室］31 日「夏まつり」 ばなな広場 隔週㈭ 10 日　［教室］24 日「夏まつり」
おはなしの広場 28 日㈪ 双子・年子の広場 22 日㈫
午後開放 ㈭㈮ 14:00 ～ 16:00 フリーデー 25 日㈮ 10:00～16:00（お好きな時間にどうぞ）

子育て講座 「歯っぴーきっず」　23 日㈬ 10:00 ～ 11:30　［講師］尾川 雅代氏（歯科衛生士）　［対象］就学前の子どもとその
保護者（保育は生後 5 カ月から）　［定員］13 組　［申込］電話・窓口（7 日～ 14 日）

こもも教室 「保健師の話と助産師によるベビータッチング」9 月 1 日㈮ ・ 4 日㈪ 10:00 ～ 11:30（2 回連続講座）　［対象］市内
在住の主に 4 ～６カ月の乳児とその保護者（それ以外は要相談）［定員］7 組程度　［申込］電話・窓口（14 日～）

NPO 法人 南河内こどもステーション　市役所南側 ☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。
【チャレンジキャンプ】18 日㈮～ 20 日㈰　■■場場■■所所   所所奈良県西之谷ふれあいの森キャンプ場
【おやおやくらぶ】4 日㈮「うた・絵本・エプロンシアターなど」・18 日㈮「つくってあそぼう」・25 日㈮「おしゃべりサロン」
【思春期カウンセリング】毎週㈬ 13:30 ～ 15:00　■■対対■■象象   象象小中学生や高校生、保護者の方も可
【みんなの食堂】毎週㈮ 17:00 ～ 19:00・毎週㈯ 11:00 ～ 13:00　■■対対■■象象   象象どなたでも参加できます
【みんなの居場所】㈪～㈯ 10:00 ～ 16:00　■■対対■■象象   象象どなたでも参加できます
【一時保育（要登録）】㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00（前日までに要予約・㈯㈰㈷時間外応相談）　■■￥￥   象象1 時間 500 円～
【やってみようくらぶ】毎週㈯「図工・英語・パソコンくらぶ」（26 日㈯ 11:00 ～ 12:00 は「科学であそぼう」）
【かわいい習字教室】絵や文字など習字を学ぼう。毎週㈮ 16:00 ～ 17:00
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養育支援訪問事業
妊娠・出産・育児期に育児の不安やスト
レスなどを抱え、他からの支援が期待で
きない家庭を支援します。

児童虐待の疑いなど‟おかしい”と思ったら
■■とと■■きき  ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:30 ※㈷除く

子育て電話相談［子育てで気になること］
■■とと■■きき   きき平日・㈯ 13:00 ～ 17:00
■■場場■ ■ 所所所所 NPO 法人南河内こどもステーション
■■問問  羽曳野市こども家庭サポーターの会
☎ 072-957-1114

児童相談所虐待対応ダイヤル
☎ 189（いちはやく）
※ 365 日 24 時間対応、通話料無料

21 時まで子育て相談を受ける窓口
子育てに対する不安や困難さ
を抱えているが、市役所の開
いている時間に相談の電話を
することが難しく、「相談したいが、相
談する場所がない」という方を対象と
した窓口です。
■■とと■■きき  ㈪～㈮ 18:00 ～ 21:00 ※㈷除く
■■申申■■込込  �市ウェブサイトの予約フォームから

希望日時を予約

こども家庭支援課 家庭児童相談担当　☎ 072-947-3837（直通）

つどいの広場事業（8 月）公立教育・保育施設の子育て支援　～育児相談など、詳しくは各園に問い合わせ～
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん《8 月》

古 市 幼 稚 園［958-3359］ ■ ■ 未未未未 30 日㈬ 9:30 ～ 10:30
古市南幼稚園［958-7616］ ■■園園  園園2 日㈬ 9:30 ～ 10:30　　未未 ■ ■ 未未未未 29 日㈫ 9:30 ～ 10:30
駒ヶ谷幼稚園［958-8776］ ■■園園  未未7 日㈪ 9:30 ～ 10:30
西 浦 幼 稚 園［958-3538］ 実施しません。
羽曳が丘幼稚園［958-7201］ ■■未未 4 日㈮・30 日㈬ 9:30 ～ 10:30
埴生南幼稚園［957-0212］ 実施しません。 
埴 生 幼 稚 園［955-1062］ ■ ■ 未未未未 21 日㈪ 9:30 ～ 10:30 ■■園園  未未24 日㈭ 9:30 ～ 10:30
◎高鷲南幼稚園［955-1624］ 実施しません。
こども未来館たかわし［955-0730］向野こども園［953-2071］ ■■園園  園園毎週㈫㈭

10:00 ～ 11:00
下 開 保 育 園［958-3318］ 軽 里 保 育 園［958-3338］
はびきの保育園［958-3328］
■■園園＝園庭開放　■■未未＝未就園児教室　■■持持■■物物  物物着替え・タオル・水筒・（幼稚園のみ上靴）
■■対対■■象象  象象未就園児と保護者　◎印の園は令和 6 年度入園予定の方のみ
※中止になる場合がありますので、事前に各園へお問い合わせください。

社会福祉法人 あすなろ
手をつなぐ子育て（くるみ共同保育園）
壺井 508-1　☎ 072-957-3282
FAX 072-958-4089

【園庭開放】㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00
【子育て相談も随時受け付けています】

NPO 法人 つどいの広場 カンナ
高鷲 5-422-22 ☎・FAX 072-939-1625

【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00
【お盆休み】8 月 11 日㈮～ 15 日㈫
【水遊び】4 日㈮・18 日㈮
【ヨーヨーつり遊び】25 日㈮
いずれも 10:00 ～ 12:00

民間教育・保育施設の子育て支援　～詳しくは、各園に問い合わせ～
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）

高 鷲 保 育 園［953-3883］ 毎週㈪～㈮ 10:00 ～ 12:00 ※雨天中止
さかとがはらこども園［956-6246］ 第 2・4 ㈯ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
明の守こども園［954-9630］ 第 2 ㈫ 10:00 ～ 11:00 ※要予約
誉 田 保 育 園［958-2525］ 12 日㈯ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
郡 戸 保 育 園［938-5280］ 第 2 ㈫ 10:00 ～ 11:00 ※雨天中止
高屋保育学園［957-1234］ 毎週㈫㈭ 14:30 ～ 15:45 ※雨天中止
四天王寺悲田院こども園［957-7517］㈫・㈮ 10:00 ～ 11:00 ※ 11 日㈮・15 日㈫除く
あおぞら保育園［950-1105］ 第 4 ㈭ 10:00 ～ 11:00
ベビーハウス社協［930-0240］ 実施しません。
○車での来園はご遠慮ください。　○育児相談は開園中常時行っています。

病後児保育（0 歳～学童）　休園日：8 月 11 日㈮～ 16 日㈬

利用時間
8:00（7:30）～ 18:00（19:00）※カッコ内は延長可能時間

［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■ ■ 込込込込 ㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥  1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
※非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額。
■■問問  �NPO 法人サポートネットワーク ぬくもりあいあい保育園
　 （向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

NPO 法人 サポートネットワークぬくもり
あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）
☎ 072-937-0016 FAX 072-937-5716
あいあいルーム 8 月

【子育て講座】あしうらジャンケン
（足裏を鍛えてケガ予防）
3 日㈭ 10:30 ～ 11:30 ※申込不要

【えほん・あらかると & 水遊び】
8 日㈫ 10:30 ～ 11:30
持物：タオル・着替え・お茶

【ホップ・ステップ・リトミック】
22 日㈫ 10:30 ～ 11:30
 【木の貯金箱を作ろう！（無料）】
23 日㈬ 10:30 ～ 12:00
定員：10 人（2 年生まで保護者同伴）
申込：電話（7 日㈪から 9:00 ～ 17:00）

【就労相談（子育て中の再就職）】
第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00

【子育て何でも相談】
平日 10:00 ～ 16:00（電話可）

四天王寺悲田院 地域子育て支援センタ
ーぼのぼ　学園前 6-1-1
☎ 072-957-7517 FAX 072-950-3457
◦前日までに電話にて要予約
【 0 歳 サ ロ ン 】 2 日㈬
【1 歳親子教室】 9 日㈬
【2・3歳親子教室】 23 日㈬
【すこやか広場】 休み

10:30
～

11:30

※予約不要、ご自由にご参加ください。
【赤ちゃん広場】 7 日・21 日㈪
【お絵描きの日】 4 日㈮
ボディーペインティングをします。
参加される方は体を拭くタオル
と着替えをお持ちください。

【 リズ ム の 日 】 25 日㈮

10:00
～

11:00

㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00
子育てに関する悩み・相談は随時受け付
けております。

白鳥児童館 ☎ 072-957-4900　翠鳥園 2-9-101 ※駐車場なし
室内でおもちゃ遊び、広場で砂場遊びなど。ご自由にお越しください。

【利用時間】㈪～㈯ 10:00 ～ 12:00/13:00 ～ 17:00
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健康増進課（保健センター）の検診（健診）や教室の申込など　☎072-956-1000
●検診（健診）は年度内に各1回。定員になり次第締切。FAXでの申し込み不可。
●詳しくは「健康だより」、市ウェブサイトをご覧ください。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康

定期健康相談・栄養相談

8 月 9 日㈬
午前中

※要予約

各種教室（予約制・随時受付中）

■■場場■■所所  所保健センター　■■￥￥   ￥￥無料
■■対対■■象象  �所所羽曳野市民
　　　  ★学ぶで～腎臓病
■■とと■■きき   象象9 月 22 日㈮ 13:50 ～ 15:30
　　 （13:40 から受付）
■■講講■■師師   象象中谷 嘉寿 医師
　　 （羽曳野市医師会 城山病院）
　　　  ★学ぶで～フレイル
■■とと■■きき   象象10 月 31 日㈫ 13:50 ～ 15:30
　　 （13:40 から受付）
■■講講■■師師   象象調子 和則 医師 
　　 （羽曳野市医師会 調子医院）
★学ぶで～減塩（栄養） ※試食あり
■■とと■■きき   象象9 月 13 日㈬ 10:00 ～ 11:30
　　 （9:45 から受付）
■■講講■■師師   象象管理栄養士
★学ぶで～腸活（運動）
■■とと■■きき   象象9 月 29 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　　 （9:30 から受付）
■■講講■■師師   象象健康運動指導士（医療法人はぁ
とふる Eudynamics ヴィゴラス）
★学ぶで～ヨガ（運動）
■■とと■■きき   象象10 月 27 日㈮ 10:00 ～ 12:00
　　 （9:30 から受付）
■■講講■■師師   象象健康運動指導士（医療法人はぁ
とふる Eudynamics ヴィゴラス）
※詳細は市ウェブサイト、チラシをご
覧ください。

医師講座

医師講座

食育をすすめるボランティアを養成します。自分や家族の健康に気をつけていま
すか？ 市では食生活改善推進員（食

しょっかい
改さん）が市の管理栄養士とともに健康づ

くりと食育をすすめる活動をしています。自分の健康や家族の健康のためにも食
育を学んでみませんか？ 
■■内内■■容容  所ボランティア活動について、健康づくり、食育について、フレイルについて、
食品衛生について など
■■とと■■きき  所10 月 24 日・11 月 7 日・14 日・21 日・28 日いずれも㈫
　　 10:00 ～ 11:30、５日間（21 日のみ 13:00 まで）
■■対対■■象象  所食育に関心があり、ボランティア活動に興味がある市民
　　 ５回とも出席できる方優先（先着 15 人）
■■場場■■所所  所保健センター　■■￥￥  所無料
※調理実習があります。詳しくは市ウェブサイト、チラシをご覧ください。

毎月19 日は「食育の日」です！

家族で食事を
楽しみましょう

上記 QR コードから食育だよりをご覧いた
だけます。隔月で発行しています。

がん集団検診（予約制） 

9 ～ 12 月分の申込を以下の通り開始します。
ウェブ（申込フォーム）：8 月 1 日㈫ 9:00 ～ 3 日㈭ 23:59
来所・電話：8 月 3 日㈭ 9:00 から
その他の日程、検診についての詳細は「令和 5 年度羽曳野市健康だより」また
は市ウェブサイトを参照。
胃がん検診 / 肺がん検診（結核健診含む）/ 大腸がん検診
■■対対■ ■ 象象象象 1984 年 3 月 31 日以前生まれの市民
※ 65 歳以上の人は、年 1 回結核健診を受けることが法律で義務付けら
　れています。ただし他に受診機会のある方は受ける必要はありません。
■■￥￥  無料

［ 保 健センター］
9 月 4 日㈪・15 日㈮・21 日㈭・27 日㈬
10 月 11 日㈬・19 日㈭・25 日㈬
11 月 2 日㈭・22 日㈬
12 月 7 日㈭・13 日㈬・21 日㈭

［MOMO プラザ］10 月 4 日㈬
［ コ ロ セ ア ム ］11 月 8 日㈬
［ 市 役 所 別 館 ］11 月 12 日㈰
［ 石 川 プ ラ ザ ］11 月 30 日㈭
［ 陵 南 の 森 ］12 月 4 日㈪

乳がん検診
■■対対■ ■ 象象象象 1982 年以前の西暦偶数年生まれの女性
■■￥￥  1,000 円
　 （1982 年生まれと生活保護受給者は無料＜当日受給証明書が必要＞）
子宮がん検診
■■対対■ ■ 象象象象 2002 年以前の西暦偶数年生まれの女性　■■￥￥  無料
※受診券は 3 月下旬に発送しています。届いていない方は健康増進課（保健センター）
までご連絡ください。※ 80 歳以上の方で乳がん・子宮がん検診を希望される方は
健康増進課までご連絡ください。

［ 保 健センター］10 月 26 日㈭
※午後から保育あり（就学前の子が対象・要予約）

［ コ ロ セ ア ム ］9 月 6 日㈬
［ 石 川 プ ラ ザ ］11 月 6 日㈪
［ 陵 南 の 森 ］12 月 14 日㈭

※令和 4 年度の対象で年度中に検診を受診できなかった方は、保健センターにお問
い合わせください。

申込フォーム

申込フォーム

キャロット教室（食生活改善推進員養成講座）
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HIV・梅毒即日検査（無料・匿名可）◦梅毒検査のみは不可　◦結果は 1 ～ 2 時間後　第 2・3 ㈬ 9:30 ～ 10:30
こころの健康相談（無料・予約制）こころの病気、アルコール依存症などの相談に精神科医、精神保健福祉相談員が応じます。
医療機関に関する相談（無料）　㈪～㈮ 9:15 ～ 12:15/13:00 ～ 16:00

生活衛生室　☎ 072-952-6165
水質検査（有料・予約制）　飲用水・井戸水・遊泳場水・浴槽水
腸内細菌検査（有料）　赤痢菌・チフス菌・パラチフス A 菌・サルモネラ属菌・腸管出血性大腸菌 O157　㈪～㈬ 9:30 ～ 12:00
ぎょう虫卵検査（有料・予約制）　㈪～㈭ 9:30 ～ 12:00
※祝日などの関係で受付のない日があります。詳しくは保健所までお問合せください。

藤井寺保健所からのお知らせ ☎072-955-4181　藤井寺市藤井寺1-8-36

休日急病診療所（内科・小児科・歯科） 小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
［ 診 療 日 ］㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～1月 3 日）
［診療時間］10:00 ～12:00 ／13:00 ～16:00

［ 診 療 日 ］㈯㈰㈷、年末年始（12 月 30 日～1月 3 日）
［診療時間］18:00 ～22:00（受付17:30 ～21:30）

※ 8 時（夜間診療は15 時）の時点で羽曳野市に「暴風警報」「大雨警報」「洪水警報」「特別警報」のいずれかが発表されている
場合は休診、8 時（夜間診療は15 時）以降に発表された場合は、その時点で休診。
« 発熱で受診される方へ »※来院時は、事前にお電話ください。　※受診時はマスクを着用ください。
市立休日急病診療所・小児科の夜間診療でマイナンバーカードが保険証として利用可能になりました。
ただしマイナポータルなどで健康保険証利用申込が完了している方に限ります。
※その他各種医療証（こども医療証など）は必ずご持参ください。

小児救急電話相談　☎＃ 8000（携帯電話・NTTプッシュ回線）
　　　　　　　　　☎ 06-6765-3650（IP 電話・ダイヤル回線など）
救急安心センターおおさか
　☎＃7119（固定電話【プッシュ回線】・携帯電話・PHS）
　☎ 06-6582-7119（固定電話【ダイヤル回線】・IP 電話）

健康保険証利用申込の
マイナンバー総合フリーダイヤル
☎ 0120-95-0178 音声ガイダンスに従って

「4 →2」の順にお進みください。
平日 9:30 ～20:00　㈯㈰㈷ 9:30 ～17:30

市立休日急病診療所 誉田4-2-3　☎072-956-1000（保健センター2階）

新型コロナウイルスワクチン接種
◦令和 5 年春開始接種は 8 月末で終了予定です
　市集団接種は 7 月末をもって終了しました。現在、個別医療機関のみの実施となります。
　接種要件を満たし、接種を希望される方はお早めにご検討ください。
　※各医療機関によって予約方法、接種時期などが異なりますので各医療機関へご確認の上、予約をしてください。
◦令和 5 年秋開始接種は 9 月以降に始まります
　初回接種を終了し、前回接種から 3 カ月経過した方が対象です。詳細が決まり次第、お知らせします。
■■問問   問問羽曳野市新型コロナワクチン接種コールセンター　☎ 0570-071-105（平日 9:00 ～ 17:15）

※最新情報は、市ウェブサイトでご確認ください。→

こどもの予防接種　～夏休みを利用して、予防接種を受けましょう！～

【予防接種の種類・対象者】
◦麻しん・風しん混合 1 期（MR）：1 歳以上 2 歳未満
◦麻しん・風しん混合 2 期（MR）：平成 29 年 4 月 2 日から平成 30 年 4 月 1 日生まれ
◦日本脳炎 1 期：3 歳以上 7 歳 6 カ月未満
◦日本脳炎 2 期：9 歳以上 13 歳未満
◦二種混合（DT）：11 歳以上 13 歳未満
※日本脳炎予防接種の勧奨差し控えにより、平成 7 年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日
生まれ（20 歳未満）で未接種分がある方は特例対象となります。上記の生年月日の方で、
母子健康手帳の予防接種欄を確認していただき、1 期（3 回）と 2 期の計 4 回の接種が
全て完了されていない方は、健康増進課（保健センター）までお問い合わせください。

【持ち物】
◦母子健康手帳
◦予診票
◦住所のわかるもの
　（子ども医療証など）
なお、転入や紛失等で予診
票をお持ちでない方は、母
子健康手帳をもって健康増
進課（保健センター）まで
取りにきてください。
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平和の象徴
　被爆に耐え、現在も生き続ける広島のアオギリと長崎のクスノキの被
爆樹木の苗木が植樹されてから8年たちました。
終戦から70年の節目となる平成27年に譲り受けた苗木で、はじめは
幹が細く、添え木や水やりなど心配が尽きませんでしたが、幹も太く、
葉も大きく育ってきました。これからも市民の皆さまとともに、この平
和の象徴を大切に育ててまいりたいと思います。

第 7 回 3 市町（羽曳野市・藤井寺市・太子町）
　　　　　　ふれあい交流グラウンド・ゴルフ大会結果
　5月 27日㈯、健康ふれあいの郷グラウンド・ゴルフ場で同大会を
実施しました。「3市町の部」では羽曳野市が7連覇！
日頃の練習の成果が実りました！（以下、結果。敬称略）

羽曳野市 藤井寺市 太子町 3 市町
優　勝 松野 賢治 小山 尚子 東 輝雄 羽曳野市
準優勝 金銅 實 藤本 正俊 山本 豊 藤井寺市
第 3 位 木下 茂 髙橋 庸良 松本 欽三 太子町

ここ
ん
に
ん
に
ちち
はは

あ
か
ちち
ゃゃ
んん

寄附（企業版ふるさと納税）に感謝状贈呈
　株式会社ウォーターエージェンシー様から、
本市が取り組む地方創生事業に対して地方
創生応援税制（企業版ふるさと納税）を活
用したご寄附をいただきました。

百歳花束の贈呈
　6月 19日㈪と27日㈫に、山入端市長が市内在住の百歳を迎え
られた方を訪問し、ご長寿をお祝いして花束を贈呈しました。
これからもお元気で健康な日々をお過ごしになりますようお祈りいた
します。※訪問に際しては、手指消毒や感染防止対策を徹底しています。

街かどから・・・

< 島泉 > < 蔵之内 >
母親の
美紀さん

母親の
花恋さん

母親の
頌子さん

福
ふくもと

本 蓮
れん
ちゃん

笑顔いっぱいの毎日をありがとう。
大好きです。

いっぱい遊んで元気に大きくなってね！いつも太陽のような笑顔で
明るく照らしてくれてありがとう♡

< 恵我之荘 >千
ち ば

葉 陽
は る と

翔ちゃん 東
ひがし

 空
そ ら

輝ちゃん

令和3年12月 生まれ令和３年9月 生まれ 令和3年3月生まれ

◀広島の被爆アオギリ二世
（陵南の森総合センター）

長崎の被爆クスノキ二世▶
（市立総合スポーツセンター）

辻田 美佐子 様 大園 美枝子 様

稗田 ちゑ子 様 北野 福子 様

こども食堂支援「食品」の寄贈
　北埜春三様より、長年住んでいる羽曳野市の一
助になればと、こども食堂支援に活用していただき
たいとの趣旨から食品（お米と飲料水）を寄贈い
ただきました。

第 48 回羽曳野市ソフトボール連盟会長杯大会結果
一般男子の部 B 級 一般男子の部 C 級 小学生の部

優　勝 球友クラブ 広瀬ソフトボールクラブ 高小エンジェルス
準優勝 ネオキラーズ 大発亀ブレーキーズ 羽曳山子ども会
第 3 位 国分東クラブ・古市荘園 クリーンセンター 高鷲南 TMKG 子ども会

全国大会出場おめでとうございます
　9 月に宮崎県、木崎浜海岸で開催され
る「第 57回全日本サーフィン選手権大会」
（全国大会）に本市在住の中学 3年生、毛
利優香（もうり ゆうか）さんの出場が決定
し、その報告に市役所を訪問してくださいま
した。今後、ますますの活躍を願ってエール
を送らせていただきました。

～花の寄贈と展示～
　NPO法人花利メモリアル成就様より、
「花で笑顔の輪を広げよう！！」とお花を
寄贈していただきました。羽曳野市を元
気にという変わらぬお心遣いに心より感
謝いたします。
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支　所
☎ 072-955-0583　℻ 072-930-2144
羽曳野市民会館
☎ 072-958-2311　℻ 072-958-2312
LIC はびきの （生活文化情報センター）
☎ 072-950-5500　℻ 072-950-5505
はびきのコロセアム
☎ 072-937-3123　℻ 072-937-3124
市民体育館 （西浦）
☎ 072-958-2340　℻ 072-958-3614
陵南の森総合センター（老人福祉センター・公民館）
☎ 072-952-2751　℻ 072-952-1303
陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）
☎ 072-931-1900　℻ 072-931-2112
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553　℻ 072-957-5580
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355　℻ 072-937-2388
石川プラザ
☎ 072-950-2002　℻ 072-958-9110
保健センター （休日急病診療所）
☎ 072-956-1000　℻ 072-956-1011
人権文化センター
☎ 072-955-4556　℻ 072-955-7042
青少年児童センター
☎ 072-952-0032　℻ 072-937-8580
白鳥児童館
☎ 072-957-4900　℻ 072-957-4900
青少年センター
☎ 072-958-0050　℻ 072-956-7867
エコプラザはにふ （中央スポーツ公園）
☎ 072-959-3567　℻ 072-959-3568
時とみどりの交流館 （峰塚公園管理棟）
☎ 072-942-6647
道の駅 しらとりの郷 ・ 羽曳野総合棟

（休業日 ： ㈭ ・ 年末年始）
☎ 072-957-6900　℻ 072-957-6910
子育て支援センターふるいち
☎ 072-958-3308　℻ 072-958-3350
子育て支援センターむかいの
☎ 080-7536-7898　℻ 072-953-6361
向野老人いこいの家
☎ 072-952-0033　℻ 072-952-0033
給食センター
☎ 072-958-2306　℻ 072-958-1082
社会福祉協議会
☎ 072-958-2315　℻ 072-958-3853
シルバー人材センター
☎ 072-936-1500　℻ 072-936-1511
柏原羽曳野藤井寺消防組合
☎ 072-958-0119　℻ 072-958-9900
羽曳野警察署
☎ 072-952-1234　℻ 072-952-2531
藤井寺保健所
☎ 072-955-4181　℻ 072-939-6479
藤井寺郵便局
☎ 072-954-2601　℻ 072-938-8591
柏羽藤環境事業組合
☎ 072-976-3333　℻ 072-976-3331
健康ふれあいの郷 グラウンド ・ ゴルフ場

（休業日 ： ㈭・年末年始）
☎ 072-950-6611　℻ 072-950-3888
茶山テニスコート （土 ・ 日 ・ 祝日のみ）
☎ 072-959-8836

主な公共施設

《市内図書館》の電話番号は、 図書館だよりの
ページをご確認ください。

－ 制度・お知らせ －  

医療機関等
物価高騰対策一時支援金事業

エネルギーなどの物価高騰に伴う事
業者の経済的負担の軽減を目的とし
て、市内の医療機関等施設に対して
支援金を支給します。申請の受付期
間は 8 月 31日㈭までです。期限後
に提出された申請はお受けできませ
んのでご注意ください。詳細は、市
ウェブサイトにてご確認ください。
■■問問   問問健康増進課
☎ 072-956-1000（直通）

介護保険施設等、障害者施設等
物価高騰対策一時支援金事業

物価高騰の影響を受けている福祉施
設等の経済的負担の軽減を図ること
を目的に「福祉施設等物価高騰対策
一時支援金」を支給します。申請の
受付期間は 8 月 31 日㈭までです。
期限後に提出された申請はお受けで
きませんのでご注意ください。詳し
くは担当課にお問い合わせください。
■■問問   問問障害者施設など→障害福祉課
☎ 072-947-3824（直通）　
介護保険施設など→高年介護課
☎ 072-947-3827（直通）

被害が発生しています！！
にせ水道局職員にご注意ください！

水道局職員を装ってみなさんの自宅
を訪問し、
◦水道料金を請求する
◦�家庭用水道器具（浄水器など）の
販売をする

◦�事前連絡のない水質検査や宅内管
の洗浄や点検をする

などのトラブルが発生しています。不
審に思われたときは、身分証明書の
提示を求め、確認していただくか、
水道局へお問い合わせください。
■■問問   問問水道局

8 月は、「こども 110 番月間」です
～家庭で心がけ、こどもたちに伝えましょう～

5 つの約束まもろうね！
① 一人で遊びません
② 知らない人について行きません
③ �つれて行かれそうになったら大声

を出してたすけをもとめる
④ �だれとどこで遊ぶか、いつ帰るか

を家の人に言ってから出かけます
⑤ �お友だちがつれて行かれそうにな

ったら、すぐに大人の人に知らせ
ます

※子どもたちが登下校や遊びで外出
する際には、防犯ブザーやホイッス
ルを持たせ、しっかりと活用するよ
うに教えましょう。
■ ■ 問問問問 次世代育成課

植えてみませんか？ 育ててみませんか？
身近なみどり

羽曳野市は大阪府と協力して緑化樹
の無償配付を実施します。樹木の種
類などは広報 7 月号をご覧いただく
か、お問い合わせください。
■■対対■■象象   町会・マンション・住宅・学校・ 
PTA などの方々や、工場などで社員
や地域の方々と協同で行う、多くの
方の目に触れる場所（敷地の接道部
やコミュニテイースペースなど）での
緑化活動（個人での申請は対象外）
■■申申■■込込   問問申請書に記入の上、提出。
　　 （8 月 25 日㈮まで）
【配付日】
令和 6 年 2 月中旬～3 月初旬予定
■ ■ 問問問問 農とみどり推進課
☎ 072-947-3707（直通）

事業所などで PCB を含む
電気機器等はありませんか？

低濃度 PCB 廃棄物は令和 9 年 3 月
末までの処分が義務付けられていま
すので、計画的に処理をお願いしま
す。なお、高濃度 PCB 廃棄物の処
分期間は終了していますので、万一
発見された場合は、直ちに下記へご
連絡ください。
■■問問   問問大阪府 環境農林水産部
循環型社会推進室 産業廃棄物指導課
排出者指導グループ
☎ 06-6210-9583（直通）
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令和 5 年度 中学校卒業程度認定試験

病気やその他やむを得ない理由で義
務教育を終えることができなかった
方に、高等学校などへの進学の道を
開く文部科学省の認定試験が下記の
とおり行われます。合格者には高等
学校の入学資格が与えられます。

【受験資格】①就学義務猶予免除者
である方または就学義務猶予免除者
であった方で令和 6 年 3 月 31 日ま
でに満 15 歳以上になる方
②保護者が就学させる義務の猶予ま
たは免除を受けず、かつ、令和 6 年
3 月 31 日までに満 15 歳に達する
方で、その年度の終わりまでに中学
校を卒業できないと見込まれること
についてやむを得ない事由があると
文部科学大臣が認めた方
③令和 6 年 3 月 31 日までに満 16
歳以上になる方（①④に該当する方
を除く）
④日本国籍を有しないで、令和６年３
月３１日までに満１５歳以上になる方

【申込】文部科学省に出願書類を郵送
（7 月 3 日㈪～ 9 月 1 日㈮消印有効）
【試験日】10 月 19 日㈭
【試験場】大阪府立労働センター
（エル・おおさか）7 階 705 号室
（大阪市中央区北浜東 3-14）
【試験科目】�国語、社会、数学、理科、

外国語（英語）
■■問問   問問学校教育課

令和 5 年度 特別児童扶養手当
所得状況届の提出について

【対象者】障害のある 20 歳未満の
子どもを養育し、特別児童扶養手当
を受給している方

【届出】対象者には案内を送付しま
すので、必要書類を持参の上、手続
きをしてください。届出がないと手
当は支給されません。

【 受 付 期 間 】8 月 10 日 ㈭ ～ 9 月
11 日㈪ 9:00 ～ 17:00
■■問問   問問こども政策課
☎ 072-947-3836（直通）

令和 5 年度
児童扶養手当現況届の提出について

【対象者】ひとり親家庭などで児童
扶養手当を受給している方（所得状
況により支給が停止されている方も
含む）

【届出】対象者には案内を送付しま
すので、必要書類を持参の上、手続
きをしてください。ご本人による届
出がないと手当は支給されません。

【受付期間】8 月 1 日㈫～３１日㈭
9:00 ～ 17:00
■■問問   問問こども政策課
☎ 072-947-3836（直通）

個人事業税について
第 1 期分の納期限：8 月 31 日㈭

8 月に第 1 期・第 2 期分の納付書
をまとめて送付します（口座振替ご
利用の方を除く）。ただし、年税額
が 1 万円以下の場合は、第 2 期分
の納付書はありません。

【納期限】
第 1 期分：8 月 31 日㈭
第 2 期分：11 月 30 日㈭

【納付場所・納付方法】
府税事務所、大阪府内
の各郵便局、府の指定
金融機関、指定代理金
融機関・収納代理金融機関、コンビ
ニエンスストア、MMK 設置店、「地
方税統一 QR コード（eL-QR）」に
対応した金融機関・スマートフォン決
済アプリ、「地方税お支払サイト」を
利用したクレジットカード納付・ペイ
ジー納付
※�納付には、便利な口座振替をご利

用ください。
※�納税が困難な場合は、納税の猶予

制度がありますので、お早めにご
相談ください。

■ ■ 問問問問 大阪府南河内府税事務所
☎ 0721-25-1131

地方税
お支払サイト

市税催告コールセンター業務

市税（市・ 府民税、固定資産税、
軽自動車税、法人市民税）の納期限
から一定期間を過ぎても納付確認が
できない方に対して、専門オペレー
ターが市税の未納をお知らせすると
ともに、納付案内を行います。
■■とと■■きき   きき◦平日 9:00 ～ 17:30
◦第 2・3 ㈫㈭ 9:00 ～ 20:00
◦第 3 ㈰ 9:00 ～ 17:30
※ 8 月は第 1 ㈰の 6 日も実施
㈯、上記以外の㈰、㈷などで市役所
閉庁日は業務を行っておりません。

振り込め詐欺など不審電話にご注意
「市税催告コールセンター」から、還
付金の案内や納付のために ATM の操
作を求めることは一切ありません。
■ ■ 問問問問 税務課 納税担当

新築・増築家屋の訪問調査について

新築・増築された家屋の固定資産税
額を算出するため、訪問調査を行っ
ています。家屋全体（収納スペース
を含む）が調査の対象となりますの
で、ご理解とご協力をお願いします。
なお、登記申請をされずに家屋を新
築・増築・取壊したときは、届出書
の提出が必要です。
※訪問調査は、事前に日程を通知し
た上で、身分証を携帯した評価補助
員（税務課職員）が行います。不審
に思われたときは、身分証を確認し
ていただくか、税務課までお問い合
わせください。
■ ■ 問問問問 税務課 固定資産税担当

保険料（国保・後期）
コールセンター業務

保険料（国保・後期）の納付期限
から一定期間を過ぎても納付確認が
できない方に対して、専門オペレー
ターが保険料の未納をお知らせする
とともに、納付のご案内を行います。
■■とと■■きき   きき平日 10:00 ～ 17:00
※ �8 月のみ、夜間と日曜で各１日実

施します。
夜間：８月 16 日㈬ 13:00 ～ 20:00
日曜：８月 27 日㈰ 10:00 ～ 17:00
※㈯、上記以外の㈰、㈷などで市役
所閉庁日は業務を行っておりません。

振り込め詐欺など不審電話にご注意
「コールセンター」から、還付金の案
内や納付のために ATM の操作を求め
ることは一切ありません。
■ ■ 問問問問 保険年金課 収納・滞納整理担当
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

全国一斉「こどもの人権相談」強化週間
「こまってない？なやんでない？いっしょに
かんがえよう！」（令和 5 年度キャッチコピー）

いじめ、不登校、体罰、児童虐待な
ど、こどもをめぐる人権問題に関す
る相談を人権擁護委員または法務局
職員がお聞きします。相談は無料で、
秘密は必ず守ります。
☎ 0120-007-110

（ぜろぜろななのひゃくとおばん）
■■とと■■きき   きき8 月 23 日㈬～ 29 日㈫
8:30 ～ 19:00
ただし、8 月 26 日㈯・27 日㈰は、
10:00 ～ 17:00
※インターネット人権相談および
LINE 人権相談も受け付けています。

【インターネット人権相談窓口 URL】
https://www.jinken.go.jp/kodomo

【LINE 公式アカウント】
＠ snsjinkensoudan
■■問問   問問大阪法務局人権擁護部
☎ 06-6942-9496

大阪府「労働相談センター」

大阪府の労働相談センターでは、働
く方、雇用する方からのさまざまな
労働相談をお受けしています。

［電話・面談・オンライン］
■■とと■■きき   きき㈪～㈮ 9:00 ～ 18:00

（12:15 ～ 13:00 除く）
※毎週㈭は 20:00 まで
■■場場■■所所  所エル・おおさか南館 3 階

【出張相談（前日までに要予約）】
豊能府民センター・泉北府民センタ
ー・南河内府民センターで実施。
■ ■ 問問問問 06-6946-2600

教えて消費生活 Q&A
～クレジットカードの不正利用～

Q. 口座の残高不足が理由でクレジ
ットカードの支払いができなかった。
思っていたよりクレジットカードの請
求額が高かったので、利用明細を確
認したところ不正利用されていたこと
がわかった。どうすればいいのか。
A. 上記事例ではフィッシングメール
や偽通販サイトの利用、カード情報
の漏洩など何らかの理由でカード情
報が盗まれ不正利用されたと考えら
れます。最初は少額の利用で様子を
見て、不正利用にカードの所有者が
気づかない場合は高額になる場合も
あります。カードの利用明細は毎月
確認し、家族カードの利用・利用金
額・利用日などをチェックし、覚え
のない不審な利用があれば、被害が
拡大しないようすぐに利用停止をカ
ード会社に連絡しましょう。カード会
社によっては、会員規約に則って調
査を行い不正利用が確認されたら補
償などの対応が受けられる場合もあ
ります。
【消費生活相談】㈪～㈮
10:00 ～ 12:00/13:00 ～ 15:30
まずは電話で問い合わせください。
■ ■ 問問問問 消費生活センター（市役所本館２階）
☎ 072-947-3715 （直通）

毎月勤労統計調査「特別調査」に
ご理解・ご回答を！

令和 5 年 7 月 31 日現在で、常用
労働者 1 人から 4 人を雇用する事
業所を対象に毎月勤労統計調査「特
別調査」を実施します。8 月上旬か
ら対象調査区内の全事業所に大阪府
知事が任命した統計調査員がお訪ね
し、常用労働者数などを調査します。
■ ■ 問問問問 大阪府総務部統計課勤労・教育
グループ　☎ 06-6210-9200

宅地建物取引業人権推進員制度

大阪府では、宅地建
物取引におけるあら
ゆる人権問題をなく
すため、業界団体と
連携し、宅建業者の従業者を対象に

「宅地建物取引業人権推進員」を
養成しています。人権推進員を設置
している店にはステッカーを掲示して
います。
■■問問   問問大阪府 都市整備部 住宅建築局
建築指導室建築振興課
☎ 06-6210-9734

「令和５年度・戦没者遺児による慰
霊友好親善事業」の参加者募集

日本遺族会は、先の大戦で父などを
亡くした戦没者の遺児を対象として、
父などの戦没した旧戦域を訪れ、慰
霊追悼を行うとともに、同地域の住
民と友好親善をはかることを目的に
参加者を募集しています。

【参加費】10 万円（集合場所まで
の往復交通費、帰国時宿泊代、渡航
手続手数料等は含まれていません）
※実施地域、実施時期、募集人員、
申込締切などの詳細はお問い合わせ
ください。
■■問問   問問一般社団法人 大阪府遺族連合会
☎ 06-6772-7887

（業務日）㈪㈬㈮ 11:00 ～ 14:00

公共下水道供用開始のお知らせ

8 月 1 日から新たに、島泉・向野・
はびきの・河原城・伊賀地区のそれ
ぞれ一部の地域で公共下水道の使用
が可能となり、処理区域は 1036ha
に広がり、整備率は 86.4％に達しま
した。（処理区域は下水道総務課に
備え付けている下水道台帳システム
にて閲覧できます）
排水設備工事（水洗化工事）は
3 年以内に指定工事店で
処理区域になると、供用開始から 3
年以内に公共下水道に接続する工事
をしなければなりません。生活環境
の改善や河川・水路の水質保全のた
めにも、速やかに工事を行いましょ
う。なお、工事の見積もりや市への
申請手続き等は本市指定工事店を通
じて行ってください。（指定工事店一
覧表はウェブサイトまたは下水道総
務課にあります。）

■ ■ 問問問問 下水道総務課

一日でも早く下水道への
接続をお願いします。
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－ 募 集 －

羽曳野市 会計年度任用職員募集

詳細は市ウェブサイト
からご確認ください。

フリーマーケット出店者募集

■■とと■■きき   きき10 月 14 日㈯ 8:00 ～ 14:00
■■場場■■所所  所市民体育館（西浦）
■■対対■■象象  �所所市内外問わず（未成年者不可）

【出店ブース】
35 ブース（申込は 2 ブースまで可）
出店場所の割振りは施設側で行います。
■ ■ ￥￥￥￥ 2,000 円 /1 ブース
　 （約 3.5 × 2.5m)
■■申申■■込込  込窓口（8月21日㈪10:00から）
電話（8 月 22 日㈫ 10:00 から）
■ ■ 問問問問 市民体育館（西浦） 
☎ 072-958-2340

①放課後児童支援員・補助員
②放課後児童支援員の補助員（臨時） 募集

①社会保険・期末手当あり
②社会保険・期末手当なし
■■勤勤■■務務■■日日   象象平日 12:45 ～ 17:45
学校休業日等 8:30 ～ 17:15
①週 5 日 ②スポット勤務・シフト制
■■任任 ■■期期   象象 勤務可能日～令和 6 年 3 月
31 日（再度の採用あり）定定
■■対対■■象象  �所所どなたでも ※資格の有無で報

酬に違いがあります。
■■定定■■員員   込込① 2 人　② 10 人程度
■■申申■■込込  込 ウェブサイトから応募または直
接窓口へ採用試験申込書の提出
※詳細は次世代育成課窓口にある募集要
項または市ウェブサイトをご覧ください。
■ ■ 問問問問 次世代育成課

親学習リーダー 募集

市では親学習リーダーを募集していま
す。ご自身の子育て経験や家庭教育
に関する知識などを活かして、みなさ
んと一緒に地域で子育てを支えませ
んか？詳しくは市ウェブサイ
トをご覧ください。
■ ■ 問問問問 次世代育成課
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広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM総合企画  ☎ 072-275-5449

医療機関・介護サービス事業者情報検
索システムに地域資源が追加されました！

【内容】ご自宅の近くにある医療機
関、介護サービス事業所、活動の場
等の地域資源を地図から検索してい
ただくことが可能です。

【利用方法】QR コードからご覧いた
だくか、［市ウェブサイト→福祉・保
険→介護・福祉→羽曳野市医療機
関・介護サービス事業者検索システ
ム］の順にアクセスください。

【閲覧できる内容】
◦地域資源 ≪ NEW ≫
通いの場・講座・生活支援サービス
など（※ 8 月 1 日から順次公開予定）
◦医療機関（病院、診療所、歯科、
薬局の所在地・連絡先・診療科目・
受付時間・休診日など）
◦介護事業所（訪問・通所・施設
などの各サービス事業所の住所・連
絡先・サービス内容など）
◦その他（高齢者向け住宅
やケアハウスなど）
■ ■ 問問問問 地域包括支援課

※テスト画面のため、実際の※テスト画面のため、実際の
表示と異なる可能性があります表示と異なる可能性があります。。

【丹治はやプラザ】8 月上旬から
屋根の改修工事を行います

ご迷惑をおかけしますが、ご理解、
ご協力のほどよろしくお願いいたしま
す。詳細は決まり次第、ウェブサイト
などでお知らせします。
■ ■ 問問問問 市民協働ふれあい課
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第4回「ビュースポットおおさか」募集中

大阪府では「ビュースポットおおさか」として選定する、魅力ある景観や個性豊
かで多彩な景観を眺めることのできる場所（ビュースポットおおさか）を募集し
ています。今回が最終募集となりますので、奮ってご応募ください。

【募集期間】5 月 24 日㈬～ 9 月 8 日㈮
■ ■ 問問問問 大阪府 都市整備部 住宅建築局建築環境課 住環境推進グループ
☎ 06-6210-9718（直通）

市営車地住宅　入居者募集

◦ 2DK（1 戸）1 人以上世帯向け
◦ 3DK（3 戸）3 人以上世帯向け
◦車椅子常用者世帯向け（1 戸）
※車椅子常用者世帯向けについて
は、随時受付していますので、受付
できない場合があります。

【所在地】はびきの 5 丁目 5-12
【入居時期】11 月上旬（予定）
■■対対■■象象  所 ①現在、住宅に困っており、収
入基準に合う方で、家賃を支払うこ
とができる方（入居予定者全員の収
入が対象）
②申込時点において、申込者本人が
羽曳野市内に住んでいるか、勤務し
ている方（勤務することが確実な場
合を含む）
③車椅子常用者世帯向けは、身体障
害者手帳または戦傷病者手帳の交付
を受けており、かつ下肢または体幹
の機能障害の程度が高い車椅子常用
者のいる世帯が対象です。（単身世
帯可）

【申込書の配付】
8 月 1 日㈫～ 15 日㈫ 9:00 ～ 17:30
建築住宅課・支所・人権文化センタ
ー・陵南の森総合センター・丹治は
やプラザ・ＭＯＭＯプラザ・石川プ
ラザにて配布します。※各休館日除く
■■申申■■込込  込8 月 1 日㈫～ 15 日㈫
9:00 ～ 17:30 ※㈯㈰㈷除く
建築住宅課 住宅政策推進室

（市役所本館 2 階）　
【抽選会および説明会】
9 月 11 日㈪ 18:00（予定）
市役所別館 2 階 研修室
※詳しくは「入居申込みのしおり」
を参照ください。
■ ■ 問問問問 建築住宅課 住宅政策推進室

令和５年度 市民文化祭を開催します
舞台出演者・展示出展者・囲碁将棋大会参加者を募集

■ ■ 問問問問 生涯学習課

内容 日時
展示（児童画・書道・茶席・華道・
手芸・工芸・絵画・俳画・写真） 10 月 21 日㈯～ 22 日㈰ 10:00 ～ 16:30

三曲会（三絃・琴・尺八） 10 月 21 日㈯ 14:00 ～ 17:30
民謡・邦楽大会 10 月 21 日㈯ 13:30 ～ 16:00
囲碁・将棋大会 10 月 22 日㈰ 9:30 ～ 17:00
日舞・民舞大会 10 月 22 日㈰ 10:30 ～ 16:30

音楽会 11 月 3 日㈷ 13:30 ～ 17:00

≪舞台出演者・作品展示出展者・囲碁将棋大会の参加者を募集します≫
【参加要件】次のいずれかに該当している団体または個人。
①羽曳野市に在住・在勤・在学している。
②�羽曳野市の公共施設を活動拠点としている。

【募集部門】◦舞台出演（�音楽、日舞・民舞、三曲、民謡・邦楽）
　　　　　  ◦作品展示（�工芸、華道、写真、絵画、手芸、書道、俳画）
　　　　　  ◦大会参加（囲碁　将棋）

【申込期間】8 月 7 日㈪～ 31 日㈭
詳細は、8 月 1 日㈫より、生涯学習課、LIC はびきの、陵南の森公民館、
市民会館、コミュニティセンターなどで配布する「募集要項」にてご確認く
ださい。また「募集要項」は市ウェブサイトでも掲載します。

市民文化祭を次の日程で開催します。　【場所】LIC はびきの

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは  合同会社 IM総合企画  ☎ 072-275-5449

オープニングセレモニー　10 月 21 日㈯ 10:00 ～ 11:30
　第 1 部　記念式典
　第 2 部　記念公演 演目：素浄瑠璃「壺阪観音霊験記」

演者：女流義太夫 太夫 豊竹呂眞
　　　（金銅 真代［河内ワイン専務取締役］）
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市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容などをお伝えください。

－ 催 し －

はびきのおもちゃ病院

■■とと■■きき   きき8 月 13 日㈰ 9:00 ～ 12:00
■■場場■■所所  所市役所別館 2 階
■■問問   問問羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315（平日のみ）
おもちゃを修理していただける人を募集しています。

夏休み！早朝「タケルくん体操」

子どもから高齢者の方まで気軽に楽
しくできるタケルくん体操を一緒に
しませんか！音楽に乗って気持ちよ
く身体を動かしましょう。
■■とと■■きき   きき8 月 6 日㈰ 6:15 ～ /6:40 ～
各約 10 分間程度 ※雨天中止
■■場場■■所所  所峰塚公園　■ ■ ￥￥￥￥ 無料（自由参加）
■■問問   問問NPO 法人羽曳野市柔道整復師会
今村整骨院　☎ 072-952-7352

子育て広場にお子さまと一緒に
遊びに来ませんか！

絵本の読み聞かせ、おままごと、季
節の工作、園庭遊びなどをしながら
楽しい時間を過ごしましょう。保育士、
臨床心理士、社会福祉士に子育てに
関するさまざまな相談もできます。
■■とと■■きき   きき毎月第 3 ㈫ですが 8 月は休み
次回は 9 月 19 日㈫ 10:00 ～ 11:30
■■場場■■所所  所羽曳野荘 多目的ホール
　　 （学園前 1-1-3）
■■問問   問問児童養護施設 羽曳野荘
☎ 072-956-2102
メール habikino@maia.eonet.ne.jp

平和パネル展

平和の尊さについて考えてみませんか。
■■とと■■きき   きき8 月 7 日㈪～ 16 日㈬
9:00 ～ 17:30 ※㈯㈰㈷除く
■■場場■■所所  所市役所本館 1 階
コミュニティスクエア（ロビー）
■■問問   問問人権推進課

「救急の日」体験型イベント開催

毎年 9 月 9 日は「救急の日」とし、
この日を含む 1 週間は「救急医療週
間」と定められています。この機会
に応急手当の重要性、必要性を理解
いただくためイベントを開催します。
◦こども救命講習　◦救急車見学
◦�こども救急服を着て救急車・消防

車と写真撮影
※�救命講習と写真撮影は保護者同伴
■■とと■■きき   きき9 月 9 日㈯ 14:00 ～ 16:00
■■場場■■所所  所リビエールホール地下 1 階
レセプションホール、柏原市役所駐
車場（柏原市安堂町 1-60）
■ ■ ￥￥￥￥ �参加費無料、救命講習を受講し
た人にプレゼントがあります。
【こども救命講習】
事前参加希望者は、
右記 QR コードから
申し込みください。（8 月 1 日㈫～）
14:00/14:30/15:00/15:30

（各約 30 分）
■■定定■■員員   員員事前申込：各 20 組
当日参加枠：各 10 組
■■問問   問問柏原羽曳野藤井寺消防組合
警防課 救急係
☎ 072-958-9932（直通）

親子でわくわく！南海夏祭り
～南河内物産市～

■■とと■■きき   きき8 月 19 日㈯ 13:00 ～ 17:00
8 月 20 日㈰ 11:00 ～ 17:00
※天候不良などにより中止の場合は

「なんかいくらしＨＰ」で告知します。
■■場場■■所所  所なんばスカイオ
コンベンションホール 7 階 ホール
■■問問   問問 華やいで大阪・南河内キャンペー
ン協議会事務局（羽曳野市魅力づく
り推進課内）☎ 072-947-3725

－ 講 座 －  

おとなの講座

自力整体教室 第 1・3・5 ㈫
14:30 ～ 16:00（予定）

手編み教室 第 4 ㈭ 14:30 ～ 16:00
書道教室 毎週㈫ 14:30 ～ 16:00
ちぎり絵教室 第 3 ㈭ 14:30 ～ 16:00
■■申申■■込込・■ ■ 問問問問 NPO 法人南河内こどもス
テーション　☎・FAX 072-957-1114

男女共生セミナー
「そろばんで脳トレ」参加者募集

誰にでも簡単にできるストレッチ体
操、手遊び、そろばんを交えた、脳
のトレーニングをはじめましょう。
■■講講■■師師   きき西 優子 氏 （そろばん講師）
■■とと■■きき   きき9 月 10 日㈰ 10:00 ～ 11:30
■■場場■■所所  所市役所別館 2 階 研修室
■■対対■ ■ 象象象象 市内在住、在勤、在学の方
■■定定■■員員   員員先着 20 人　■ ■ ￥￥￥￥ 500 円
■■持持■■物物   きき筆記用具、そろばん

（そろばんを持っていない方はテキス
トを用意します。）
【一時保育】2 歳から就学前の幼児
無料・先着 5 人※要予約
■■申申■ ■ 込込込込 電話・メール
　　 （8 月 7 日㈪ 9:30 から）
メールの場合は、件名に「男女共生
セミナー申込」と明記し、①氏名、
②住所、③電話番号、④年齢、⑤一
時保育の要・不要（一時保育ご希
望の場合は子どもの氏名・年齢）を
ご記入ください。
■ ■ 問問問問 人権推進課
☎ 072-947-3606（直通）
メール jinkensuishin@city.habikino.lg.jp

陵南の森老人福祉センター登録クラブ
高齢者用玉つきを体験しませんか

女性でも簡単にでき、健康と認知症
防止に最適です。男女を問わず手ぶ
らで自由に参加してください。とと
■■とと■■きき   きき8 月中の㈪～㈯ 14:00 ～ 16:00
■■場場■■所所  所陵南の森老人福祉センター 1 階
■■対対■ ■ 象象象象 市内在住 60 歳以上の方
■ ■ ￥￥￥￥ 8 月中の入会金（300 円）は無料
■■問問   問問辻野　携帯 090-3868-1161
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－はびきの　令和5年（2023年）8月－

『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

パソコン「ワード実用講座」

■■とと■■きき   きき9 月 7 日・14 日・21 日㈭
計 3 日間 、各日 13:30 ～ 16:00
■■場場■■所所  所市民会館 4 階 研修室
■■対対■ ■ 象象象象 20 歳以上で初心者の方
■■定定■■員員   員員12 人（多数の場合抽選）
■ ■ ￥￥￥￥ 1,300円（3回分/テキスト代込）
■■申申■ ■ 込込込込 当会ウェブサイトから
　　 （8 月 10 日まで）
■■問問   問問羽曳野 IT サポート会

（小島）携帯 050-7110-8720
メール kojima501886@gmail.com

古市古墳群コフニスト養成講座Ⅲ（全 2 回）「埴輪のすべて②」 

世界遺産・日本遺産のあるまち羽曳野の歴史を学びその魅力を古市古墳群とと
もに発信するコフニストを目指し一緒に楽しく勉強してみませんか。とと
■■とと■■きき   きき8 月 19 日㈯ 14:00 ～ 16:00 市民会館 3 階 会議室集合（受付 13:30 ～）
■■場場■■所所  所市民会館および誉田白鳥埴輪製作公園他 現地講義
■■講講■■師師   きき羽曳野市教育委員会 文化財・世界遺産室 参事 伊藤 聖浩 氏 
■ ■ ￥￥￥￥ 500 円（資料代など）　■■定定■■員員   員員先着 30 人
■■申申■ ■ 込込込込 氏名・住所・電話番号を明記の上、メールで申込（1 人 1 通）。

（7 月 29 日㈯～ 8 月 12 日㈯、）メール shiday@maia.eonet.ne.jp
■ ■ 問問問問 NPO 法人フィールドミュージアムトーク史遊会（至田）携帯 090-3825-6412

ボランティア・市民活動わくわく講座
9 月 IT サポート養成講座「Word
を使ってチラシ作りに挑戦」

■■とと■■きき   きき① 9 月 8 日㈮ ② 9 月 13 日㈬
2 日間 13:30 ～ 16:00
■■場場■■所所  所①市役所別館 2 階 研修室１・２
②エコプラザはにふ
■■対対■ ■ 象象象象 市内でボランティア活動ができ
る方　■■持持■■物物   きき筆記用具　■ ■ ￥￥￥￥ 無料
■■申申■ ■ 込込込込 事前に電話連絡もしくは窓口
■■問問   問問羽曳野市社会福祉協議会
☎ 072-958-2315

■■対対■■象象   市内在住・在勤・在学の方　■■申申■ ■ 込込込込 8 月 1 日㈫から申込開始　■ ■ ￥￥￥￥ 無料
◦定員になりしだい締め切ります。　◦受付時に氏名、住所、連絡先、年齢が必要です。
◦講座終了後は各グループの活動にご参加いただくことも可能です。（詳細は各グループにご確認ください。）
【健康体操】楽しく体を動かしリフレッシュ　■■とと■■きき   きき8 月 24 日㈭ 14:00 ～ 16:00　■■申申■ ■ 込込込込 8 月 23 日㈬まで
■■定定■■員員  員10 人　■■持持■■物物   込込動きやすい服装、タオル、飲み物　■■問問   問問健康体操（青木）☎ 072-938-0664

【詩吟 芳野（藤井竹外 作）春の吉野山に遊び往時を懐古しての作にふれる　■■とと■ ■ きききき 8 月 28 日㈪ 13:30 ～ 14:30
■■申申■ ■ 込込込込 8 月 28 日㈪まで　■■定定■■員員  員10 人　■■問問   問問あすなろ（畑田）携帯 090-8366-3300

【やさしいヨガ】ヨガの体験　■■とと■■きき   きき9 月 2 日㈯ 9:30 ～ 11:00　■■申申■ ■ 込込込込 9 月 1 日㈮まで
■■定定■■員員   員員5 人　■■持持■■物物   込込ズボン、タオル、飲み物　■■問問   問問健康ヨーガ（山本）☎ 072-939-8216

【茶道教室】和やかな雰囲気の中でお菓子とお茶を一服。日本文化を楽しみませんか。　■■とと■ ■ きききき 9 月 5 日㈫ 13:00 ～ 17:00
■■申申■ ■ 込込込込 9 月 1 日㈮まで　■■定定■■員員  員5 人　■■問問   問問寿雅会（武野）携帯 090-1917-9796

【英会話を楽しもう】初歩からの英会話をネイティブの先生と　■■とと■■きき   きき9 月 11 日㈪ 19:00 ～ 20:30
■■申申■ ■ 込込込込 9 月 10 日㈰まで　■■定定■■員員  員5 人　■■持持■■物物   込込筆記用具　■■問問   問問英会話サークル（小池）携帯 090-5165-1779

【ペン習字】ボールペン字を基礎から学びたいかた向け講座　■■とと■■きき   きき9 月 13 日㈬ 10:00 ～ 12:00　■■申申■ ■ 込込込込 9 月 13 日㈬まで
■■定定■■員員   員員5 人　■■持持■■物物   込込油性ボールペン 0.7 ｍｍ　■■問問   問問あじさいペン習字クラブ（小柳）☎ 072-958-8845

【太極拳】24 式太極拳の練習、及び体の鍛錬　■■とと■■きき   きき9 月 15 日㈮ 13:00 ～ 16:00　■■申申■ ■ 込込込込 9 月 10 日㈰まで
■■定定■■員員  員5 人　■■持持■■物物   込込動きやすい服装、運動靴　■■問問   問問太極拳拳友会（東）携帯 090-2197-9237

【抒情歌を歌う】昔懐かしい童謡・唱歌・歌謡曲を歌う　■■とと■■きき   きき10 月 13 日㈮ 14:00 ～ 15:00
■■申申■ ■ 込込込込 10 月 10 日㈫まで　■■定定■■員員  員10 人　■■問問   問問歌声ボランティア抒情歌サロン「ロンド」（本田）☎ 072-939-3733

【写真勉強会】会員の写真のプロ講師による講評会　■■とと■■きき   きき10 月 15 日㈰ 15:00 ～ 17:00
■■申申■ ■ 込込込込 10 月 15 日㈰まで　■■定定■■員員  員5 人　■■問問   問問ピンボケ写真クラブ（福本）携帯 080-3803-3793

陵南の森公民館グループ連絡協議会公開講座（共催講座・主催講座）

はびきの市民大学　軽里 1-1-1 LIC はびきの
☎ 072-950-5503　FAX 072-950-5650

令和 5 年度 単位認定講座・中期（全 6 回）
⑧美術の輝き　㈬ 10:30 ～ 12:00 ※体験あり、大阪芸術大学提携講座
⑨ゲームの文化史 －遊んで学ぶ伝統ゲーム－　㈬ 14:30 ～ 16:00
⑩巨大古墳の被葬者を考えるⅡ　㈮ 14:30 ～ 16:00
⑪近世日本�を代表する劇詩人 ～近松門左衛門三百回忌　㈯ 10:30 ～ 12:00
⑫古文書から学ぶ地域の歴史 近世の古文書の世界［2］　㈯ 14:30 ～ 16:00
■■場場■■所所   LIC はびきの 3 階 視聴覚室　■■対対■■象象   市内外問わずどなたでも
■■定定■■員員  員各 48 人（定員を超えた場合抽選）　■■￥￥  員各 3,000 円（講座⑧は別途材料費必要）
■■申申■■込込   込込ウェブサイト・はがき・FAX・来館 ※電話不可（8 月 10 日㈭必着）
講座結果通知書をお送りします。8 月 18 日㈮までに届かない場合はご連絡ください。
■■支支■■払払  員【銀行振込・現金書留の場合】通知書の到着日～ 8 月 25 日㈮

【来館の場合】8 月 19 日㈯～ 25 日㈮
※口座番号は受講決定時にお知らせします。※一旦納付された受講料は返金できません。
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白鳥児童館だより（8 月）　翠鳥園 2-9-101 ※駐車場はありません　☎・FAX 072-957-4900

【利用時間】㈪～㈯ 10:00 ～ 12:00/13:00 ～ 17:00 ※㈷除く
■■対対■■象象   小学生・保護者同伴の乳幼児
わくわく子育て広場「水遊びをしよう！」　■■とと■■きき   きき7 日㈪ 10:30 ～ 11:30 ※雨天中止　■■持持■■物物   込込着替え ・ タオル・水筒
絵本のへや（絵本・紙芝居など）　■■とと■■きき   きき9 日㈬ 10:30 ～ 11:00
みんなで遊ぼう「水遊び・水風船で遊ぼう！」　■■とと■■きき   きき10 日㈭ 10:00 ～ 11:30 ※雨天中止※水着、短パンや T シャツで遊ぶこと
ができます。■■対対■■象象   小学生　■■持持■■物物   込込着替え ・ タオル・水筒
将棋であそぼう　■■とと■■きき   きき23 日㈬ 15:30 ～ 16:30　■■対対■■象象   小学生
人形劇「おはなしサークルゆめふうせん」 ※申込不要、参加無料　■■とと■■きき   きき21 日㈪ 10:30 ～ 11:00　■■対対■■象象   乳幼児と保護者・小学生

青少年児童センターだより（8 月）　向野 3-1-33　☎ 072-952-0032　FAX 072-937-8580

【一般開放】㈪～㈯ 13:00 ～ 17:00 ※㈷除く ※夏休み期間中は 9:00 ～ 17:00（㈯ 9:00 ～ 13:00 と㈰㈷除く）
夏休みおもしろ教室の受付は、8 月 1 日㈫から電話にて受付けます。（㈰㈷除く、先着順）
子ども広場「将棋教室」　初めての人・興味を持った人は、気軽にご参加ください。
■■とと■■きき   きき5 日・19 日・26 日㈯ 15:00 ～ 16:30（変更の場合あり）　■■対対■■象象   おおむね小学 1 ～ 6 年生

【夏休みおもしろ教室】⑧「首ふり貯金箱」　プラスチックの土台に紙粘土を貼り合わせオリジナルの貯金箱を作りましょう。
■■とと■■きき  きき12 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■対対■■象象  3 歳以上の幼児と小学生（小学 1 年生まで保護者同伴）　■■定定■■員員 員先着 15 人　■■持持■■物物  込込手ふきタオル　■■￥￥   ￥￥50 円

【夏休みおもしろ教室】⑨「くぎうちゴム迷路」　板にくぎをうち、輪ゴムをかけて迷路を作ります。ビー玉を転がしてあそびましょう。
■■とと■■きき   きき23 日㈬ 13:00 ～ 14:30　■■対対■■象象   3 歳以上の幼児と小学生（小学 1 年生まで保護者同伴）　■■定定■■員員  員先着 15 人　■■￥￥   ￥￥100 円

【夏休みおもしろ教室】⑩「木製ストラップ」　ウッドモザイクを自由に組み合わせてオリジナルのストラップを作りましょう。
■■とと■■きき   きき26 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■対対■■象象   3 歳以上の幼児と小学生（小学 1 年生まで保護者同伴）　■■定定■■員員  員先着 15 人
子育てセミナー「親子体操」　親子で楽しく体を動かそう。初めての方は、電話にて事前登録が必要です。
■■とと■■きき   きき19 日㈯ 10:00 ～ 11:30　■■場場■ ■ 所所所所 同センター体育館　■■持持■■物物   込込体育館シューズ（親子とも）

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは  株式会社宣成社  ☎ 06-6222-6888

令和 5 年度 大阪府盲ろう者通訳・介助者養成研修

視覚と聴覚に重複して障がいのある盲ろう者のコミュニケーションと移動を支援
するために、通訳・介助を行う「盲ろう者通訳・介助者」の養成研修を実施します。
■■とと■■きき   きき9 月 15 日㈮～令和 6 年 3 月 12 日㈫の期間で 20 日間開講予定
■■場場■■所所  所大阪府立福祉情報コミュニケーションセンター
■■対対■ ■ 象象象象 ◦盲ろう者福祉に熱意があり、盲ろう者通訳・介助者として活動すること
を誓約する方　◦すべてのカリキュラムを指定された日時に受講できる方
■■定定■■員員   員員60 人　■ ■ ￥￥￥￥ 無料（テキスト代は実費負担）
■■申申■ ■ 込込込込 受講申込書を大阪府立福祉情報コミュニケーションセンター 1 階（社福）
大阪障害者自立支援協会（盲ろう者等社会参加支援センター）まで郵送、FAX、
メールのいずれかにより送付（8 月 15 日㈫必着）
■ ■ 問問問問（社福）大阪障害者自立支援協会（盲ろう者等社会参加支援センター）
☎ 06-6748-0587　FAX 06-6748-0589　メール youseikensyu@daisyokyo.or.jp

認知症サポーター養成講座

認知症サポーターとは、認知症につ
いて正しく理解し、認知症の人やそ
の家族を温かく見守る応援者の事で
す。講師は専門の研修を受けたキャ
ラバン・メイトが務めます。
■■とと■■きき   きき8 月 18 日㈮ 10:00 ～ 11:30
■■場場■■所所  所市役所別館 2 階 研修室
■■対対■ ■ 象象象象 市民の方優先（初めて受けら
れる方）
■■定定■■員員   員員40 人　■ ■ ￥￥￥￥ 無料
■■申申■ ■ 込込込込 電話（8 月 7 日㈪ 9:00 から）
■ ■ 問問問問 地域包括支援課 地域支援・施策
担当　☎ 072-947-3822（直通）

4 日㈮午後・5 日㈯終日・21 日㈪午前は、事業の都合により自由遊びはできません。



市役所　☎072-958-1111（代表番号）
電話交換手が出ます。課名や内容などをお伝えください。
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－ スポーツ － 羽曳野市バドミントン連盟
会長杯大会の参加者募集

■■とと■■きき   きき9 月 24 日㈰
■■場場■■所所  所はびきのコロセアム
■■対対■ ■ 象象象象 市バドミントン連盟登録者
　　（高校生以上）
※当日登録可能で年間登録費 1 人
500 円、学生は免除。
■■部部■■門門  � �象象象象男子ダブルス 1 部 ・ 2 部 ・
3 部（初心者）
女子ダブルス 1 部・2 部・3 部（初
心者）・シニアの部（50 歳以上）
※申込状況により主催者が上記種目
を変更し、申込希望種目を調整する
場合があります。
■ �■ �￥￥￥￥￥￥ 1 人につき 1,000 円
■■申申■■込込   問問スポーツ振興課へ FAX（072-
956-7196）または郵送

（8 月 31 日㈭まで）
※ FAX の場合は必ず電話にて到着
確認をお願いします。
■■問問   問問羽曳野市バドミントン連盟会長

（大江）携帯 080-5773-3752

第 38 回 羽曳野市ソフトテニス連盟
会長杯大会の参加者募集

■■とと■■きき   きき9 月 24 日㈰
（予備日：10 月 1 日㈰）
※ 7:00 からコートで練習できます。
■■場場■■所所  所市民体育館外西浦テニスコート
■■対対■ ■ 象象象象 市内在住・在勤・在クラブの
高校生以上または連盟が認めた方
■■部部■■門門   象象男子・女子 1 部（高校生以上）
男子・女子２部（45 歳以上）
男子・女子３部（60 歳以上）
■ �■ �￥￥￥￥￥￥ 1チーム2,000円（高校生1,500円）
■■申申■■込込・■■問問   問問 込電話または FAX・

（8 月 21 日㈪～ 9 月 9 日㈯）
※申込チーム数によっては期限まで
に締め切る場合があります。
猪
いのさこ

砂　☎ 072-956-4788
携帯 090-3821-7547
FAX 072-926-6996
渡辺　☎・FAX 072-911-4940
携帯 080-5779-3089

テニススクール入会キャンペーン
【8 月 1 日㈫～ 31 日㈭】

◦体験レッスン無料
◦入会金無料 （通常：2,200 円）
■■場場■■所所  所駒ヶ谷テニスコート
« 一般クラス »
◦初心者 ・ 初級者クラス
◦経験者 ・ 中級者クラス
◦レディースクラス
« キッズ ・ ジュニアクラス »
◦キッズクラス（小学生未経験者）
◦ジュニアクラス（小中学生経験者）
◦アカデミークラス
 （小・中・高校生選手：選手登録者）
◦アスリートクラス
  （コーチとの面接 ： 選手登録者）
詳細はウェブサイトをご覧いただく
か、 問い合わせください。
■■問問   問問SSK テニススクール
☎ 072-957-5963

教室生募集

申し込みは窓口まで。詳細はウェブ
サイトでご覧いただくか、お問い合
わせください。
市民会館
☎ 072-958-2311
◦歌声くらぶ ［第 2 ㈫］
◦ピラティス ［月 3 回㈫］
◦簡単・健康ヨガ教室［月 3 回㈪］
◦料理教室［月 2 回㈮］
◦万葉集講座（10 ～ 1 月の㈬ 7 回）
◦日本書紀講座（10 ～1 月の㈬7 回）
◦シャインカービング親子教室 8/19 ㈯
◦フラワーアレンジメント 9/29 ㈮
　（テーマ：お月見）
丹治はやプラザ
☎ 072-937-2355
◦女性のための瞑想・癒しヨガ教室 ㈫
◦リフレッシュヨガ教室 ㈬
◦太極拳教室 ㈬　◦民踊教室 ㈮
◦はじめてのフラダンス ㈮
◦癒しのストレッチポールとヨガ ㈮
◦手づくりパン 8/10 ㈭
◦歌声くらぶ 8/22 ㈫
石川プラザ
☎ 072-950-2002
◦健康美人大学 ㈪
◦楽しい『ZUMBA』ダンス ㈫
◦フラダンス教室 ㈫
◦やさしいヨガ ㈭
◦健康いきいきクラブ ㈭
◦ゆぅ～遊太極拳 ㈮
◦背骨コンディショニング ㈮
◦土曜ベーシックヨガ ㈯
◦体験ネイル 9/6 ㈬（申込 8/1 ㈫～）
ＭＯＭＯプラザ
☎ 072-957-5553
◦ベビーダンス ㈬
◦キッズ☆ベビーダンス ㈬
◦リフレッシュヨガ ㈪・㈬
◦イブニングヨガ・ナイトヨガ ㈭
◦ストレッチヨガ ㈯  ◦背すじ美人 ㈫
◦ぱ～ん・pa！パン教室 ㈯
◦書を楽しむ教室 ㈮　◦茶道教室 ㈯
◦やさしいフラダンス教室 ㈫
◦まるごと韓国語文化教室 ㈮
◦きのくり健康教室 8 月より㈪
◦踊る健康・楽しい ZUMBA ㈰
◦ジェルキャンドルづくり 8/6 ㈰
◦アーモンドミルクを作ろう 8/19 ㈯
◦ベンガラ手ぬぐい染め 8/19 ㈯
◦やってみよう！片手で工作 8/21 ㈪
◦デッサン教室 8/24 ㈭

市民プールが開場しています！！

■■とと■■きき   きき7 月 21 日㈮～ 8 月 31 日㈭
9:30 ～ 17:00
■■場場■■所所  所市立中央スポーツ公園内
■ �■ �￥￥￥￥￥￥（2 時間）未就学児：無料
小・中学生、障害者：200 円
大人（高校生以上）：400 円
ご利用などに関する詳細や混雑状況
については、QR コードか
らご確認ください。
■■問問   問問スポーツ振興課
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公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
野々上 4-5-12　☎ 072-936-1500　FAX 072-936-1511
http://habikinosc.ec-net.jp　E メール：habislv@silver.ocn.ne.jp

誉田 4-2-1　☎ 072-952-1234こちら羽曳野けいさつ署

■シルバー会員募集中　社会のために、自らのために、あなたの豊かな知識・経験をいかしてみませんか。
■■対対■■象象  象象・市内在住の満 60 歳以上の健康で働く意欲のある方　 ・事業趣旨に賛同していただける方
■■入入■■会会 � �きききき入会説明会の参加（必須）後、申込書類を期日までに提出してください。
    その際、年会費（※）として 2,000 円が必要です。理事長の承認後、会員登録が完了します。

（※）今年度の年会費は令和 5 年 4 月分～令和 6 年 3 月分まで（入会日から1年分ではありません。）
≪入会説明会≫ 事業説明・入会手続きの案内・入会申込書の配布など。
市 役 所 別 館 2 階  研 修 室 8 月10 日㈭、9 月12 日㈫13:30 ～
シルバーワークプラザ 3 階研修室 8 月18 日㈮、9 月 22 日㈮13:30 ～
陵 南 の 森 　 第 １ 研 修 室 8 月15 日㈫、9 月15 日㈮13:30 ～
市 民 会 館 　 第 １ 会 議 室 8 月 22 日㈫、9 月 26 日㈫13:30 ～

●持って安心・使って安心、「安まちアプリ」の登録を！！
安まちアプリでは、特殊詐欺や子供被害などの防犯情報をお届
けします。
お得な割引が受けられる無料クーポンも配信しています。
下記QRコードから、ぜひ登録を！

●『STOP！　ATM での携帯電話』運動推進中！！
ATM で携帯電話の通話はやめてください。
あなたの大切なお金が狙われています。
家族や警察にまず相談を！！

◆「ベビっこひろば」　8 月はお休みです。
　■ ■ 問問問問 ベビーハウス社協　☎ 072-930-0240

善意のご寄付ありがとうございます

（令和 5 年 6 月 敬称略）

￥2,000
￥3,000

￥76,517
￥5,000

￥20,000
￥10,000
￥2,580
￥2,000

四つ葉のクローバー 桶元 順子
服部 品子
羽曳野市農作物病害虫防除委員会
下坂 富美男
浅田 照次
浅田 悦弘
古市住宅 さくら会
匿　　名

総合福祉センター（市役所別館）2 階　☎ 072-958-2315　FAX 072-958-3853
http://www.hasyakyo.net/　E メール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp羽曳野市社会福祉協議会

社会福祉法人

●大麻は違法薬物！
20 歳未満の検挙者が増えています。
　～「ダメ。ゼッタイ。」大麻が奪う　あなたの未来～

正規職員募集を行っています！
詳細については本会ホームページをご確認ください。

飛鳥の真銅 善夫様より今年もぶどう
1.2ｋｇ入り 84 ケースをご寄付いただき、
市内施設に配布させていただきました。

■職員採用試験のお知らせ
　次の要領で職員を募集します。詳しくは「職員募集要項」をご覧ください。

【職種区分】一般事務職　【受験資格】下記の要件のすべてを満たす人
①平成元年４月２日以降に生まれた人　②学校教育法による高等学校、短期大学または大学を卒業している人
③普通自動車運転免許証（MT。AT 限定は不可）を有する人　④パソコン（ワード・エクセルなどの基本的な操作）ができる人

【採用予定人員】1人程度　　【筆記試験】テストセンター方式　　【試験期間】令和 5 年 9 月1日㈮～ 9 月 25 日㈪（第1次試験）
【試験場所】全国の CBTSテストセンターより受験者が希望する場所　※ CBTSテストセンター一覧をご覧ください。
【採用予定日】令和 5 年11月1日㈬※本人同意のうえで繰り上げることがあります。
【要項配布および申込受付期間】令和 5 年 8 月1日㈫から令和 5 年 8 月18 日㈮　※㈯、㈰、㈷を除く9:30 ～17:00
【要項配布および申込受付場所】公益社団法人　羽曳野市シルバー人材センター事務局　住所：大阪府羽曳野市野々上 4-5-12
※ホームページからダウンロード可能。

iPhone 用　　　　　　android 用

一人ひとりの 想い をつなぎ

結びあう 地域 づくり

愛の献血にご協力を♥
８月４日㈮10:00 ～16:30　LIC はびきの【羽曳野ライオンズクラブ共催】
＊血液センターからの申し出により400ml 献血限定での受付になります。
＊献血カードをお持ちの方は【献血方法別の次回献血可能日】をご確認ください。
＊受付時に身分証明書（免許証・保険証など）の提示をお願いする場合があります。
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

1日㈫・8日㈫・15日㈫・22日㈫
29日㈫・9月5日㈫13:00 〜17:00 市役所1階 市民相談室 要予約 ☎ 072-957-4000 　定員7人（1日）、相談時間30 分

●市内在住・在勤・在学の方対象
●相談回数は1人1回（年度内）　●相談中はマスク着用
●陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）

3日㈭・17㈭
9月7日㈭13:00 〜17:00 陵南の森総合センター

行政相談 9日㈬13:00 ～15:00 市役所1階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。予約不要。
☎ 072-958-1111内線1070

女性相談

2日㈬・18日㈮
9/6 ㈬13:30 ～16:30 市役所4階人権推進課（電話・面接） 人間関係、暴力（DV・虐待など）、からだのことなど、女性が抱え

る悩みを専門の相談員がお受けします。要予約。
☎ 072-958-1111内線10558月23日㈬

13：30 ～16：30 陵南の森公民館

消費生活相談
㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］
10:00 〜12:00　13:00 ～16:00
※受付15:30まで

市役所2階 消費生活相談室
契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに関
するご相談。☎ 072-947-3715
（まずはお電話ください※予約優先）

障害者生活相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 〜17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方のご相談、障害者の就業に関するご相談。

☎ 072-959-3261／ＦＡＸ 072-957-1604

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
8:45〜17:00 地域支援センターばんびーの 18歳未満の障害児の方のご相談。

☎ 072-950-1530／ＦＡＸ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
10:00 〜17:00 相談支援事業所フレンドハウス 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-937-7898／ＦＡＸ 072-937-7898

㈪ ～ ㈮［㈷ 年末年始は除く］
9:00 〜16:00 支援センターホープ 精神障害者の方のご相談。

☎ 072-957-2175／FAX 072-957-2176

障害者雇用相談 第3㈭13:00 ～17:00 市役所A棟 2階 西会議室
市役所別館1階 相談室 2

障害福祉課に予約。
☎ 072-958-1111内線1150／ＦＡＸ 072-957-1238

育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所1階 こども家庭支援課 こども家庭支援課 母子保健担当 ☎ 072-947-3888

教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］10:00 〜16:00 教育研究所（LICはびきの内） ☎ 072-958-7867

家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所 1階 こども家庭支援課 こども家庭支援課に予約。☎ 072-947-3837 （直通）

ひとり親家庭相談 毎週㈫㈮ 9:15〜17:00 市役所 1階 こども政策課 こども政策課に予約。☎ 072-947-3836（直通）

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

予約不要、直接お越しください。電話でも相談可。
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要、電話または直接お
越しください。　地域人権協議会　☎ 072-937-0860

就労をめざす若者の
ための無料相談会

第1㈮13:00 ～17:00 市役所別館1階 相談室
南河内若者サポートステーション　☎ 0721-26-9441

第 3㈮13:00 ～17:00 市民会館3階 第 6会議室

ボランティア相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所別館2階 （社会福祉協議会） 社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-958-2315

介護相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所A棟1階 社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
☎ 072-950-0950

総合福祉相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 ①市役所別館2階（社会福祉協議会）
②社会福祉協議会　西部事務所

社会福祉協議会　予約不要、直接お越しください。電話相談可。 
①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

生活自立相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 市役所別館2階（社会福祉協議会）
生活困窮のさまざまな原因に支援員が相談に応じて支援計画を策定
し、その方にあった自立に向けて支援を行います。
予約不要、直接お越しください。電話相談可。☎ 072-958-2315

学習相談 毎日［㈷は除く］9:00 〜17:00 LICはびきの1階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ＦＡＸ 072-950-5650
市民大学ウェブサイトでも受付。

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 〜17:00 地域就労支援センター（人権文化セン
ター内および 経済労働課内）

電話または直接お越しください。☎ 072-937-0860
（就職斡旋は行っておりません。） 

青少年相談コーナー
（16～おおむね 25歳）㈪ ～ ㈮［㈷ は除く］9:00 ～17:45

大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を
専門の担当者がお受けします。☎ 0721-25-1553

税理士による
無料税務相談センター 16日㈬・25日㈮13:00 ～16:00 市役所1階 市民相談室

所得税・相続税、経理などに関する相談。(相談時間約30 分 )
一般納税者で税理士の関与がない方対象、要予約 (先着順 )
近畿税理士会 富田林支部 事務局
☎ 0721-25-6250(平日 10:00 ～14:00)

8 月の相談日程（無料）お気軽にご相談ください



 

第
2
回
定
例
会

市議会市議会だだよよりり

令
和
5
年
第
2
回
定
例
会
は
6
月
2
日
か
ら
6

月
28
日
の
27
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
専
決
処
分
な
ど
14

件
の
報
告
、
令
和
5
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
15
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
薬
剤
耐
性
菌
感
染
症
の
蔓

延
防
止
へ
の
取
り
組
み
体
制
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書
」
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
審
議
結

果
と
11
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
内
容
に
つ

い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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２
日
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６
月
12
日
㈪

６
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13
日
㈫

６
月
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日
㈫

６
月
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日
㈬

６
月
28
日
㈬

〇
議
会
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営
委
員
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〇
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日
目
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議
案
審
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２
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目
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一
般
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（
５
議
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〇
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事
長
会
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本
会
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３
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目

 

・
一
般
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（
６
議
員
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）

〇
議
会
改
革
特
別
委
員
会

〇
幹
事
長
会
議

〇
議
会
運
営
委
員
会

〇
本
会
議
４
日
目

 

・
追
加
議
案
等

〇
幹
事
長
会
議

〇
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◇◇
定
例
定
例
会
の
あ
ゆ

会
の
あ
ゆ
みみ
◇◇
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 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 羽曳野市ウェブサイトからもご覧いただけます。
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和5年（2023年）8月− 2

議案番号 件　　　名 結　果

報　告       ２
３
４

５
６
７
８
９

10
11
12
13
14
15

専決処分の報告について（羽曳野市税条例の一部を改正する条例）
専決処分の報告について（令和４年度羽曳野市一般会計補正予算（第 16 号））
専決処分の報告について（令和４年度羽曳野市土地取得特別会計補正予算（第１
号））
専決処分の報告について（令和５年度羽曳野市一般会計補正予算（第２号））
繰越明許費繰越計算書について（令和４年度羽曳野市一般会計予算）
令和４年度羽曳野市水道事業会計継続費の予算繰越しについて
令和４年度羽曳野市下水道事業会計予算繰越計算書について
令和４年度有限会社はびきのエル・エスの事業状況及び決算の報告について
令和５年度有限会社はびきのエル・エスの事業計画及び予算の報告について
令和４年度株式会社みのりの里の事業状況及び決算の報告について
令和５年度株式会社みのりの里の事業計画及び予算の報告について
令和４年度一般財団法人大阪はびきの観光局の事業状況及び決算の報告について
令和５年度一般財団法人大阪はびきの観光局の事業計画及び予算の報告について
地方自治法第 180 条の規定による市長の専決処分の報告について

承　　認
承　　認
承　　認

承　　認
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告
報　　告

議　案      39
40
41

42
43
44
45
46

47
48
49
50
51
52
53

農業委員会の委員の任命に係る同意について
令和５年度羽曳野市立河原城中学校バリアフリー等改修工事の請負契約について
府営土地改良事業（広域営農団地農道整備事業　岩湧地区）計画の変更に係る
同意について
羽曳野市名誉市民の推挙に係る同意について
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市税条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市立緑と市民の協働ふれあいプラザ条例及び羽曳野市立中央スポーツ公園
条例の一部を改正する条例の制定について
令和５年度羽曳野市一般会計補正予算（第３号）
令和５年度羽曳野市一般会計補正予算（第４号）
令和５年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和５年度羽曳野市財産区特別会計補正予算（第１号）
令和５年度羽曳野市水道事業会計補正予算（第１号）
羽曳野市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例及び羽曳野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

同　　意
即日原案可決
即日原案可決

同　　意
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

意　見       ４ 薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取り組み体制の強化を求める意見書 即日原案可決

諸般の報告
各常任委員会の所管事項に関する調査について

報　　告
決　　定

 第 2 回定例会で審議された案件と議決結果



市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和5年（2023年）8月−3

百
谷
孝
浩
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
非
認
知
能
力
の
育
成
に
つ
い
て
》

●
質
問　
非
認
知
能
力
は
、
こ
れ
か
ら
の
幼

児
教
育
・
保
育
現
場
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
考

え
る
が
、
幼
児
教
育
・
保
育
現
場
の
取
組
は
。

●
答
弁
　
出
前
授
業
や
外
部
講
師
、
地
域
の

方
々
を
招
き
、
様
々
な
体
験
を
積
み
重
ね
、

日
々
、
園
で
の
生
活
を
大
切
に
し
て
い
る
。

●
質
問　
学
力
に
加
え
、
自
ら
学
ぶ
事
な
ど

を
、
底
上
げ
す
る
力
が
必
要
と
考
え
る
が
、

学
校
教
育
に
お
け
る
「
非
認
知
能
力
」
育
成

へ
の
取
組
状
況
は
。

●
答
弁
　
知
識
理
解
に
加
え
、
道
徳
で
の
教

育
活
動
や
学
校
行
事
な
ど
数
値
で
表
せ
な
い

力
の
育
成
に
力
点
を
置
い
て
実
施
し
て
い
る
。

●
質
問　
保
育
現
場
で
「
非
認
知
能
力
」
を

引
き
出
す
教
育
が
大
切
で
必
要
と
さ
れ
る

が
、保
育
者
さ
ん
に
対
す
る
「
非
認
知
能
力
」

の
育
成
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
非
認
知
能
力
は
数
値
で
は
図
り
難

く
、
研
修
の
参
加
等
を
通
じ
て
保
育
に
資
す

る
非
認
知
能
力
育
成
の
取
組
を
重
ね
る
。

●
質
問　
保
護
者
や
教
職
員
が
「
非
認
知
能

力
」
に
対
す
る
意
識
や
興
味
を
持
ち
、
関
わ

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
学
校
園
に
お

い
て
、
教
職
員
の
方
に
対
す
る
「
非
認
知
能

力
」
の
育
成
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

●
答
弁
　
自
己
肯
定
感
な
ど
様
々
な
「
非
認

知
能
力
」
の
育
成
に
取
組
で
お
り
、
今
後
さ

ら
に
学
校
間
で
共
有
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　
幼
児
教
育
・
保
育
現
場
で
研
修
を

通
じ
て
「
非
認
知
能
力
」
の
育
成
に
向
け
て

取
組
を
要
望
。
学
校
園
に
お
い
て
「
非
認
知

能
力
」
は
よ
り
意
識
を
高
め
底
上
げ
す
る
事

が
重
要
と
考
え
、
社
会
変
化
や
家
庭
環
境
の

変
化
に
伴
い
、
い
じ
め
防
止
や
不
登
校
を
減

ら
す
力
に
も
な
り
、
自
己
肯
定
感・自
制
心・

忍
耐
力
・
や
り
抜
く
力
な
ど
社
会
で
重
要
な

力
を
育
む
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
為
、
教
職

員
の
方
々
に
「
非
認
知
能
力
」
育
成
に
つ
い

て
の
研
修
を
学
校
間
で
共
有
を
要
望
。

《
人
と
動
物
の
共
生
社
会
に
つ
い
て
》

●
質
問　
ペ
ッ
ト
の
た
め
の
災
害
対
策
で
動

線
を
分
け
る
分
散
避
難
や
車
中
避
難
な
ど
工

夫
を
し
て
、
受
入
れ
環
境
を
整
え
る
必
要
が

あ
る
が
避
難
所
の
受
入
れ
方
法
の
配
慮
は
。

●
答
弁
　
ペ
ッ
ト
と
車
で
避
難
所
に
来
た
場

合
は
車
中
で
過
ご
す
こ
と
も
可
能
で
、
ア
レ

ル
ギ
ー
や
動
物
が
苦
手
な
方
の
配
慮
と
ペ
ッ

ト
同
士
の
共
存
対
策
が
必
要
。
ペ
ッ
ト
の
避

難
場
所
を
図
示
化
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

●
質
問　

人
と
犬
が
安
全
で
快
適
に
交
流

し
て
触
れ
合
え
る
「
ド
ッ
グ
ラ
ン
広
場
」
が

欲
し
い
声
も
多
数
あ
る
が
整
備
計
画
の
予

定
は
。

●
答
弁
　
需
要
が
高
ま
り
近
隣
住
民
へ
の
配

慮
等
の
課
題
も
あ
る
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、候
補
地
の
選
定
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　
動
物
の
命
の
大
切
さ
、
正
し
い
ふ

れ
あ
い
方
や
共
に
暮
ら
す
た
め
の
ル
ー
ル
と

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
の
大
切
さ
及
び
助
成

金
の
Ｐ
Ｒ
と
普
及
啓
発
に
取
組
み
、
災
害
時

で
の
避
難
所
の
ペ
ッ
ト
受
入
れ
で
は
安
全
管

理
や
衛
生
管
理
に
配
慮
し
、
自
分
の
安
全
を

確
保
し
た
う
え
で
、
ペ
ッ
ト
の
避
難
場
所
を

明
確
に
図
示
化
す
る
こ
と
を
要
望
。「
ド
ッ

グ
ラ
ン
広
場
の
整
備
」
は
衛
生
管
理
、
安
全

管
理
等
に
留
意
し
、
整
備
の
取
組
を
要
望
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
に
対
す
る
動
物
介
在

療
法
・
動
物
介
在
活
動
・
動
物
介
在
教
育
に

つ
い
て

●
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
及
び
、
す
く

す
く
ウ
ォ
ッ
チ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

●
羽
曳
野
市
犬
猫
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
費

助
成
金
に
つ
い
て

一
般
質
問

南
　
玲
（
日
本
共
産
党
）

《
災
害
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
市
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の

か
。
②
避
難
所
生
活
で
は
、
ト
イ
レ
の
数
が

少
な
く
衛
生
環
境
が
悪
い
と
排
泄
回
数
を
減

ら
す
為
に
水
分
摂
取
を
控
え
て
し
ま
い
、
健

康
被
害
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
。
当
市

の
避
難
所
の
簡
易
ト
イ
レ
備
蓄
数
を
聞
く
。

●
答
弁
　
①
自
治
会
、
町
会
等
を
対
象
に

本
年
度
か
ら
防
災
活
動
の
費
用
に
補
助
を
す

る
「
自
主
防
災
組
織
活
動
補
助
金
制
度
」
を

設
け
、
自
主
防
災
活
動
の
必
要
性
の
意
識

の
醸
成
と
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

②
１
２
６
基
の
簡
易
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
て
い

る
。
加
え
て
、
仮
設
ト
イ
レ
の
貸
与
協
力
を

民
間
事
業
者
と
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

●
要
望　
地
域
住
民
が
自
主
防
災
活
動
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
補
助
金
制
度
は
期
限
を
設

け
ず
に
継
続
し
、
有
効
活
用
す
る
た
め
の
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
よ
う
要
望
。
ま

た
、
市
が
取
組
ん
で
い
る
も
の
を
も
っ
と
周

知
し
、
責
任
を
持
っ
て
地
域
ご
と
の
交
流
の

場
を
設
け
る
よ
う
要
望
す
る
。
簡
易
ト
イ
レ

の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
施
設
全
体
で
平
均
す

る
と
約
４
基
程
度
し
か
な
く
、
大
規
模
な
災

害
時
に
は
到
底
足
り
る
と
は
思
え
な
い
。
災

害
時
の
ト
イ
レ
は
命
に
関
わ
る
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
十
分
に
備
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
ス
フ
ィ
ア
基
準

を
目
標
に
備
え
、
災
害
時
は
通
行
止
め
な
ど

も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
設
置
で

き
る
体
制
を
整
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

《
東
除
川
の
整
備
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
２
０
１
９
年
８
月
時
間
雨
量
70

ミ
リ
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
東
除
川
の
護
岸
が

崩
落
。
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、
新
し
い

想
定
の
下
で
整
備
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
周

辺
の
護
岸
調
査
は
し
た
の
か
を
聞
く
。
②
６

月
２
日
、
長
時
間
の
大
雨
に
よ
り
向
野
こ
ど

も
園
前
の
観
音
橋
の
護
岸
に
亀
裂
が
生
じ
た

が
、
そ
の
原
因
と
復
旧
の
め
ど
を
聞
く
。

●
答
弁
　
①
管
理
者
の
大
阪
府
に
よ
る
と
、

時
間
雨
量
50
ミ
リ
程
度
の
降
雨
に
対
応
で

き
る
よ
う
整
備
し
た
と
の
こ
と
。
護
岸
調

査
に
つ
い
て
は
１
年
に
１
度
目
視
に
よ
る

点
検
を
実
施
。
特
に
護
岸
の
崩
壊
と
な
る

兆
候
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

②
事
例
と
し
て
河
底
の
洗
堀
に
よ
る
も
の

が
あ
り
、
今
回
に
つ
い
て
も
、
長
時
間
の

大
雨
に
よ
り
流
量
及
び
流
速
が
大
き
く
な

り
、
崩
壊
の
一
因
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
本
復
旧
は
渇
水
期
で
あ
る
今
年
11
月

に
着
手
予
定
。

●
要
望　

２
０
１
９
年
の
集
中
豪
雨
を
考

慮
し
、
新
し
い
想
定
の
下
で
整
備
す
る
よ

う
要
望
。
４
年
前
に
続
き
護
岸
が
崩
落
し

て
お
り
、
住
民
の
不
安
が
増
し
て
い
る
。

安
心
で
き
る
よ
う
具
体
的
な
説
明
を
行
う

よ
う
要
望
。
ま
た
、
安
全
を
第
一
に
考
え

な
が
ら
も
住
民
の
要
望
を
聞
き
、
工
事
を

行
う
よ
う
要
望
す
る
。

《
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て
》

●
質
問　

国
全
体
の
投
票
率
は
低
下
の
傾

向
に
あ
り
、
特
に
若
年
層
の
投
票
率
の
低

さ
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
当
市
の
見
解

を
聞
く
。

●
答
弁
　
若
年
層
の
投
票
率
の
向
上
は
重

要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
情

報
発
信
や
主
権
者
教
育
に
よ
る
若
年
層
へ

の
意
識
啓
発
に
重
点
を
置
き
、
投
票
率
の

向
上
へ
向
け
た
取
組
を
研
究
し
て
い
く
。

●
要
望　

他
市
の
実
施
状
況
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
学
校
や
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

若
年
層
の
政
治
へ
の
関
心
や
投
票
率
の
向

上
に
向
け
て
取
組
む
よ
う
要
望
す
る
。
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通
堂
義
弘
（
公
明
党
）

《
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
》

●
質
問　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布

方
法
。
又
、
町
会
に
未
加
入
の
方
、
新
た
に

当
市
へ
転
入
さ
れ
た
方
へ
の
配
布
方
法
は
。

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
説
明
動
画
は
必
要

だ
と
思
う
が
、
当
市
の
見
解
を
伺
う
。

●
答
弁
　
令
和
３
年
度
に
更
新
し
、
広
報

紙
に
合
わ
せ
て
配
布
。
ま
た
、
本
市
へ
転

入
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、
手
続
の
時
に

窓
口
で
渡
し
て
い
る
。
公
共
施
設
に
お
い

て
も
常
時
配
架
す
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
お
い
て
も
掲
載
し
て
い
る
。
気
象
庁

で
は
小
学
校
高
学
年
生
対
象
と
し
た
動
画

を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
動
画
に
加
え
て

出
前
講
座
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い

て
引
き
続
き
啓
発
を
し
て
い
く
。

●
要
望　
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
合
わ
せ

た
動
画
を
作
成
し
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ

る
防
災
講
演
会
な
ど
の
際
に
、
こ
の
よ
う

な
動
画
を
活
用
し
、
避
難
の
方
法
に
つ
い

て
の
勉
強
会
な
ど
を
実
施
・
啓
発
を
要
望

す
る
。

《
冷
水
機
設
置
に
つ
い
て
》

●
質
問　

マ
イ
ボ
ト
ル
の
普
及
定
着
に
つ

い
て
。
小
・
中
学
校
に
冷
水
機
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
理
由
を
伺
う
。

●
答
弁
　
大
阪
府
で
は
お
お
さ
か
マ
イ
ボ

ト
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
に
取
り
組
ま
れ
、
本

市
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
取
組
へ
の
早

期
の
参
加
を
検
討
し
、
本
庁
舎
な
ど
公
共

施
設
等
へ
の
冷
水
機
設
置
へ
と
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
学
校
で
は
、
以

前
冷
水
機
を
設
置
し
て
い
た
が
、
衛
生
面

の
リ
ス
ク
も
あ
る
事
か
ら
撤
去
し
た
。
設

置
台
数
や
維
持
管
理
の
面
か
ら
課
題
が
多
い

と
考
え
て
い
る
。

●
要
望　
最
近
の
冷
水
機
は
自
動
洗
浄
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
い
つ
で
も
衛
生
的
な
状
態
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
熱
中
症
対
策
や
感
染

症
な
ど
の
対
策
に
も
有
効
で
あ
る
事
か
ら
、

運
動
施
設
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
公
共
施
設

へ
の
設
置
、
学
校
へ
の
設
置
も
要
望
す
る
。

《
図
書
館
司
書
に
つ
い
て
》

●
質
問　
現
在
の
図
書
館
司
書
の
現
状
、
現

在
の
羽
曳
野
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

を
伺
う
。

●
答
弁
　
中
央
、
陵
南
の
森
、
古
市
の
３
館

に
、
正
規
職
員
と
再
任
用
職
員
と
で
8
名
、

会
計
年
度
任
用
職
員
で
32
名
、
合
計
40
名
の

職
員
を
配
置
し
て
い
る
。
う
ち
37
名
の
職
員

が
司
書
資
格
を
有
し
て
い
る
。
全
体
と
し

て
、
43
名
が
司
書
資
格
を
有
し
、
有
資
格
者

率
は
９
３.
５
％
に
な
る
。
蔵
書
数
は
、
令

和
５
年
３
月
末
現
在
で
56
万
４,
９
４
７
点
、

う
ち
３
５.
５
％
が
児
童
書
と
な
っ
て
い
る
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
に
資

す
る
事
を
目
的
に
、
期
間
は
５
年
間
と
し
、

令
和
２
年
３
月
に
策
定
。
今
後
、
第
４
次
計

画
に
つ
い
て
、
羽
曳
野
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
委
員
会
に
お
い
て
協
議
検
討
を
行
っ
た

上
で
策
定
す
る
。

●
要
望　
中
学
校
図
書
館
で
は
全
校
に
司
書

を
配
置
し
、
生
徒
に
対
し
て
常
に
ア
ド
バ
イ

ス
が
出
来
る
体
制
を
要
望
し
て
き
た
。
子

ど
も
た
ち
と
接
し
、
本
や
知
識
の
世
界
へ
橋

渡
し
す
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
思

う
。
あ
る
中
学
校
で
は
、
司
書
が
生
徒
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
取
り
、
本

を
好
き
に
な
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。
活
字

離
れ
が
進
む
中
、
子
ど
も
た
ち
に
本
を
も
っ

と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
日
本

語
力
の
向
上
を
さ
せ
る
為
、
全
学
校
へ
図
書

館
司
書
の
配
置
を
要
望
す
る
。

笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

《
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て
》

●
質
問　

高
齢
化
が
進
み
、
公
共
交
通
機

関
の
車
両
や
施
設
の
快
適
性
、
ノ
ン
ス
テ

ッ
プ
バ
ス
導
入
や
乗
り
場
の
段
差
解
消
等

が
進
む
中
で
、
地
方
で
は
自
家
用
の
移
動

手
段
が
な
け
れ
ば
日
常
的
な
買
物
も
支
障

を
来
す
状
態
で
あ
る
。
市
と
し
こ
の
様
な

方
の
対
応
と
取
組
に
つ
い
て
聞
く
。
ま
た
、

交
通
弱
者
の
方
は
す
た
す
た
と
歩
い
て
買

物
や
外
出
が
出
来
に
く
く
、
循
環
バ
ス
の

停
留
所
で
さ
え
行
く
事
が
困
難
。
そ
の
掌

握
と
当
市
の
課
題
に
つ
い
て
聞
く
。

●
答
弁
　
本
市
は
、
公
共
交
通
機
関
を
補

完
す
る
形
で
、
近
隣
市
と
比
較
し
て
も
充

実
し
た
公
共
施
設
循
環
バ
ス
の
運
行
体
制

を
維
持
し
、
利
用
者
負
担
は
な
く
運
行
し

て
い
る
。
要
介
護
４
以
上
を
対
象
に
月
に

２
枚
の
タ
ク
シ
ー
券
を
配
布
す
る
在
宅
高

齢
者
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
実
施
し
て
い

る
。
困
っ
て
る
内
容
は
、
買
物
や
通
院
等

が
多
く
、
調
査
結
果
か
ら
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
為
に
も
、
移
動
手

段
の
確
保
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
さ
ら
に
交
通
弱
者
の
増
加
が
想

定
さ
れ
る
事
か
ら
、
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
、

社
会
資
源
の
発
掘
と
開
発
が
重
要
。
ふ
れ

あ
い
ネ
ッ
ト
雅
び
で
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
行

い
課
題
の
整
理
等
、
先
進
事
例
の
情
報
収

集
も
併
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
質
問　

介
護
４
以
上
の
方
に
月
２
枚
の

タ
ク
シ
ー
券
を
配
布
だ
が
、
大
き
な
サ
ポ

ー
ト
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
松

原
市
で
は
、
市
内
65
歳
以
上
で
要
支
援
２

以
上
の
方
に
１
回
5
0
0
円
で
年
24
回
の

タ
ク
シ
ー
券
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
。
妊
産
婦

の
方
に
も
含
め
大
い
に
助
か
っ
て
い
る
と

の
事
。
タ
ク
シ
ー
業
者
と
の
連
携
は
ど
う

か
を
聞
く
。
ま
た
、
河
内
長
野
が
取
り
組

む
Ａ
Ｉ
運
行
バ
ス
は
、
高
齢
化
が
進
む
地

域
の
移
動
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
、
今
後

は
交
通
弱
者
や
観
光
地
の
周
遊
等
に
活
用

で
き
る
。
全
庁
的
に
着
手
す
べ
き
課
題
の

上
位
に
入
る
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
検

討
に
つ
い
て
聞
く
。

●
答
弁
　
タ
ク
シ
ー
業
界
と
の
連
携
は
河
南

交
通
圏
タ
ク
シ
ー
準
特
定
地
域
協
議
会
に
参

画
。
地
域
公
共
交
通
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

出
来
る
様
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
維

持
向
上
に
向
け
今
後
も
他
市
の
動
向
を
注
視

し
、
移
動
手
段
の
確
保
充
実
を
図
る
。

●
質
問　
市
長
に
お
聞
き
す
る
。
市
民
の
高

齢
化
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
易
い
羽
曳

野
市
を
支
え
る
立
場
か
ら
、
交
通
弱
者
の
取

組
に
つ
い
て
考
え
を
お
聞
き
す
る
。

●
市
長
　
５
つ
の
鉄
道
駅
と
主
要
な
駅
か

ら
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
が
可
能
で
、

公
共
施
設
等
を
結
ぶ
循
環
福
祉
バ
ス
の
運

行
で
、
市
域
全
体
に
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
行
き
渡
っ
て
い
る
。
交
通
空
白
地
域
や
、

路
線
バ
ス
の
廃
止
等
で
住
み
続
け
る
事
が

困
難
な
地
域
は
本
市
に
は
な
い
も
の
と
認

識
。
交
通
弱
者
に
対
す
る
取
組
は
、
交
通

空
白
地
域
が
発
し
市
民
生
活
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
場
合
、
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
や
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
、
情
報
を
取
得
し
、

地
域
の
交
通
事
業
者
と
の
協
力
、
連
携
に

努
め
て
い
く
。

●
要
望　

高
齢
者
の
足
を
確
保
す
る
検
討

に
着
手
す
べ
き
。
市
長
の
指
示
の
元
、
庁

的
に
取
組
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
を
強

く
要
望
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
認
知
症
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
。
認
知
症
予
防

対
策
の
取
組
と
対
応
を
聞
く

●
地
方
公
共
団
体
の
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の

統
一
・
標
準
化
に
つ
い
て
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仲
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《
幼
稚
園
廃
園
方
針
に
係
る
手
法
に
つ
い
て
》

●
質
問　

市
民
や
議
会
に
公
表
さ
れ
て
い

た
基
本
方
針
が
令
和
９
年
ま
で
西
浦
幼
稚

園
存
続
か
ら
、
令
和
５
年
度
廃
園
に
変
更
さ

れ
た
事
は
い
ま
だ
議
会
に
示
さ
れ
て
い
な

い
。
唐
突
な
方
針
転
換
で
市
民
が
多
大
な

精
神
的
苦
痛
を
受
け
て
い
る
。
地
域
も
困

り
果
て
た
保
護
者
か
ら
聞
か
さ
れ
、
初
め

て
廃
園
を
知
っ
た
と
い
う
。
直
近
の
市
長

ら
と
の
話
合
い
の
場
で
も
手
続
の
不
備
に

謝
罪
は
あ
っ
た
が
、
廃
園
を
変
え
る
つ
も

り
は
な
い
ゼ
ロ
回
答
と
聞
い
て
い
る
。
重

大
事
案
を
議
会
や
住
民
に
知
ら
せ
ず
、
一

方
的
に
計
画
変
更
す
る
こ
と
を
、
市
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

●
市
長
　
地
区
長
へ
園
児
が
集
団
の
中
で

育
っ
て
い
く
べ
き
こ
と
の
説
明
を
行
い
、
保

護
者
の
理
解
を
得
て
い
く
こ
と
、
協
議
を

行
う
こ
と
を
約
束
し
た
。

●
要
望　
西
浦
幼
稚
園
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、

地
区
の
市
立
幼
保
園
は
ゼ
ロ
に
な
る
。
地
区

役
員
の
危
惧
は
幼
保
園
空
白
期
間
が
４
年

も
続
き
、
子
育
て
世
帯
の
住
み
た
い
願
い
を

叶
え
ら
れ
ず
衰
退
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
。
市
も
４
年
間
幼
保
園
が

な
か
っ
た
地
区
に
大
型
施
設
を
ゼ
ロ
の
状

態
か
ら
開
園
す
る
リ
ス
ク
を
考
慮
す
べ
き
。

廃
園
で
は
な
く
地
域
と
問
題
を
共
有
し
、
地

区
に
幼
保
園
の
灯
を
と
も
し
続
け
る
努
力

を
行
う
こ
と
こ
そ
最
良
の
判
断
で
あ
る
。
こ

の
様
な
対
応
が
一
度
ま
か
り
通
れ
ば
、
い

つ
通
園
通
学
す
る
幼
保
園
や
小
中
学
校
が

廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
か
不
安
を
抱
え
暮
ら

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
は
西

浦
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
市
全
体
の
問
題
。

ま
ず
は
西
浦
幼
稚
園
に
現
在
通
園
さ
せ
て

い
る
何
の
落
ち
度
も
な
い
保
護
者
の
不
安

黒
川
　
実

（
自
由
民
主
党
・

 
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
当
市
公
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　

高
齢
の
方
が
公
園
の
枝
を
伐
採

し
草
刈
な
ど
し
て
い
る
が
管
理
は
ど
う
し

て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
破
損
箇
所
の
点
検
や
日
常
管
理

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
、
地

元
に
密
着
し
た
小
さ
な
公
園
は
地
元
自
治

会
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

●
要
望　

業
者
発
注
を
増
や
す
か
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
で
要
望
が
有

れ
ば
除
草
作
業
な
ど
を
行
っ
て
頂
き
た
い
。

●
質
問　

今
後
ボ
ー
ル
遊
び
が
出
来
る
公

園
の
整
備
を
考
え
て
い
る
の
か
。

●
答
弁
　
多
数
要
望
を
受
け
て
い
る
、
公

園
の
規
模
や
市
民
ニ
ー
ズ
周
辺
環
境
を
総

合
的
に
勘
案
し
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
共

に
集
え
る
空
間
作
り
に
努
め
る
。

●
要
望　

ボ
ー
ル
遊
び
の
場
所
が
な
く
道

路
上
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
、

各
地
域
で
ボ
ー
ル
遊
び
が
可
能
な
特
に
羽

曳
が
丘
北
公
園
や
東
公
園
は
ボ
ー
ル
遊
び

が
可
能
だ
と
思
う
の
で
時
間
帯
の
設
定
な

ど
今
後
ボ
ー
ル
遊
び
が
出
来
る
よ
う
に
考

え
て
頂
き
た
い
。

《
西
浦
地
区
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
民
プ
ー
ル
の
跡
地
の
活
用
は
。

●
答
弁
　
市
民
体
育
館
野
外
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
及
び
駒
ヶ
谷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
集
約
化

に
向
け
た
基
本
構
想
計
画
の
中
の
候
補
地

と
し
て
検
討
す
る
予
定
。

●
要
望　

ボ
ー
ル
遊
び
の
す
る
場
所
が
少

な
い
の
は
事
実
、
ス
リ
ー
オ
ン
ス
リ
ー
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
フ
ッ
ト
サ
ル
場
を
、
石
川

第
4
グ
ラ
ン
ド
は
豪
雨
の
被
害
が
今
後
も

考
え
ら
れ
る
の
で
駒
ヶ
谷
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
集
約
化
さ
れ
た
ら
跡
地
を
グ
ラ
ン
ド
と
し

て
整
備
を
す
る
の
も
１
つ
の
案
、
ニ
ー
ズ
に

答
え
た
跡
地
の
活
用
を
お
願
い
す
る
。

●
質
問　
西
浦
交
差
点
の
右
折
レ
ー
ン
整
備

事
業
の
進
捗
状
況
は
。
西
浦
交
差
点
東
側
の

道
路
整
備
は
。

●
答
弁
　
沿
道
地
権
者
に
説
明
を
行
う
と
と

も
に
令
和
6
年
度
工
事
竣
工
を
目
指
し
詳
細

設
計
を
進
め
て
い
る
。
東
側
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
は
警
察
と
の
協
議
の
上
決
定
し
た
形

状
で
現
在
は
変
更
す
る
予
定
は
な
い
。

●
要
望　
東
側
フ
ェ
ン
ス
は
度
々
車
が
接
触

し
破
損
し
て
い
る
の
を
見
か
け
る
、
も
う
少

し
景
観
的
に
も
綺
麗
な
車
道
を
考
え
て
頂
き

た
い
、
ま
た
事
業
や
整
備
を
す
る
に
は
地
域

の
協
力
が
必
要
、
今
行
政
は
西
浦
幼
稚
園
廃

園
を
い
き
な
り
決
め
地
域
に
は
何
の
説
明
も

な
く
大
変
お
怒
り
だ
と
聞
い
て
い
る
、
色
々

な
問
題
が
あ
る
が
、
地
域
に
対
し
て
丁
寧
な

説
明
が
必
要
、
西
浦
地
区
が
今
後
一
切
行
政

に
協
力
し
な
い
と
言
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う

今
後
の
事
も
考
え
西
浦
幼
稚
園
廃
園
は
西
浦

地
区
の
方
、
特
に
保
護
者
が
納
得
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
頂
く
事
を
お
願
い
す
る
。

《
サ
ニ
タ
リ
ー
B
O
X
に
つ
い
て
》

●
質
問　
男
性
用
ト
イ
レ
へ
の
設
置
は
。

●
答
弁
　
市
役
所
本
館
、
別
館
、
支
所
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
L
I
C
、
陵
南
の
森
、
青
少

年
児
童
セ
ン
タ
ー
古
市
複
合
館
に
設
置
、
今

後
指
定
管
理
者
等
と
協
議
し
男
性
ト
イ
レ
へ

の
設
置
に
向
け
取
り
組
む
。

●
要
望　
他
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
公

園
、
小
中
学
校
の
教
職
員
ト
イ
レ
等
に
も
導

入
さ
れ
て
い
る
、
必
要
か
検
討
し
て
頂
き
飲

食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
当
市
か
ら
設
置
し
て

頂
く
よ
う
周
知
し
て
頂
き
た
い
。

を
解
消
す
る
事
を
強
く
求
め
る
。

《
職
員
人
事
の
在
り
方
に
つ
い
て
》

●
質
問　

人
事
と
は
組
織
能
力
を
最
大
に

す
る
た
め
あ
る
べ
き
も
の
。
職
場
の
人
間

関
係
等
に
よ
り
休
職
、
退
職
に
至
る
職
員

も
多
い
と
聞
く
当
市
だ
が
、
職
場
環
境
が

原
因
で
自
ら
命
を
絶
つ
公
務
災
害
事
案
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
当
市
に
お
い

て
、
過
去
そ
の
よ
う
な
事
案
は
あ
っ
た
か
。

●
答
弁
　
個
別
の
職
員
に
関
す
る
内
容
、

個
人
情
報
に
当
た
る
の
で
答
弁
は
差
し
控

え
る
。

●
要
望　
職
員
人
事
の
責
務
は
非
常
に
重
い
。

今
の
羽
曳
野
市
の
様
な
頻
繁
な
職
員
異
動

を
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
そ
の
負
荷
は
職
員

個
々
の
メ
ン
タ
ル
に
係
り
、
結
果
長
期
休

暇
や
最
悪
の
場
合
、
自
ら
命
を
絶
つ
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
現
場
の
声

に
即
し
た
配
置
を
強
く
要
望
す
る
。

《
地
元
府
立
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
》

●
質
問　

市
内
で
唯
一
残
っ
た
府
立
懐
風

館
高
校
は
令
和
５
年
度
、
３
年
連
続
で
の

募
集
定
員
割
れ
と
な
り
、
大
阪
府
の
ル
ー

ル
で
は
既
に
再
編
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

存
続
に
向
け
て
の
市
と
し
て
の
考
え
は
。

●
答
弁
　
教
育
長
が
同
校
校
長
と
懇
談
を

重
ね
、
昨
年
度
市
長
、
教
育
長
が
大
阪
府

庁
へ
存
続
の
お
願
い
に
訪
問
し
て
い
る
。

地
元
唯
一
の
高
校
と
し
て
存
続
を
強
く
願

っ
て
い
る
。

●
要
望　

卒
業
生
を
中
心
に
過
去
、
存
続

へ
の
決
起
大
会
、
署
名
活
動
を
大
々
的
に

展
開
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
、
地
域
及

び
卒
業
生
の
存
続
へ
の
思
い
が
大
変
強
い

こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２
回
目
の
存
続
運
動

が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
府
に
伝

え
、
廃
校
で
は
な
い
形
の
再
編
に
向
け
た

一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
残
さ

れ
た
時
間
は
多
く
な
い
。
市
民
の
声
を
府

に
届
け
る
こ
と
を
願
う
。
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《
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
子
ど
も
生
活
実
態
調
査
の
目

的
と
対
象
者
、
実
施
期
間
、
ま
と
め
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
そ
の
ま
と
め
を
踏
ま

え
た
施
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
立
ち
あ

げ
る
予
定
は
あ
る
の
か
。
②
居
場
所
づ
く

り
の
取
り
組
み
団
体
数
と
利
用
の
べ
人
数

を
聞
く
。
③
経
済
的
な
理
由
で
進
学
を
諦

め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
現
状
も
あ
る
が
、

今
後
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
ど
う
取
り
組

も
う
と
す
る
の
か
。

●
答
弁
　
①
子
ど
も
の
生
活
実
態
や
学
習

環
境
を
把
握
し
、
必
要
と
す
る
支
援
を
検

証
す
る
た
め
実
施
す
る
。
対
象
者
は
小
学

５
年
生
、
中
学
２
年
生
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
、
調
査
は
７
月
で
来
年
３
月
に
結

果
を
公
表
し
、
羽
曳
野
市
子
ど
も
夢
プ
ラ

ン
推
進
委
員
会
に
て
議
論
を
ふ
ま
え
、
子

ど
も
の
貧
困
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て

い
き
た
い
。
②
居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組

み
団
体
は
５
団
体
で
参
加
は
２,
４
９
４

人
。
③
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
包
括
的
な
支

援
体
制
を
構
築
し
、
教
育
環
境
の
充
実
を

図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

●
要
望　

子
ど
も
生
活
実
態
調
査
に
つ
い

て
は
、
貧
困
の
実
態
を
リ
ア
ル
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
調
査
項
目
を
加
え
、
議
論

を
常
に
継
続
し
検
討
す
る
体
制
を
求
め
る
。

さ
ら
に
、
教
育
の
一
環
で
あ
る
学
校
給
食

費
の
無
償
、
子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
と

困
難
な
家
庭
に
は
就
学
援
助
の
対
象
者
を

広
げ
、
費
目
や
支
給
金
額
を
増
や
す
こ
と

を
求
め
る
。
居
場
所
づ
く
り
は
小
学
校
校

区
に
１
か
所
の
居
場
所
で
地
域
の
つ
な
が

り
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
要
望
。
さ
ら

に
、
進
学
を
諦
め
て
し
ま
う
若
者
が
少
な

く
な
い
こ
と
か
ら
給
付
型
の
奨
学
金
制
度

を
設
け
る
こ
と
や
授
業
料
等
の
半
額
の
制
度

構
築
を
国
に
求
め
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と

を
求
め
る
。

《
図
書
館
事
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
の
正
規
、

非
正
規
の
司
書
職
員
の
配
置
と
仕
事
内
容
の

違
い
を
聞
く
。
②
司
書
職
員
の
非
正
規
率
が

高
い
理
由
を
聞
く
。
③
新
規
採
用
で
司
書
職

員
を
採
用
し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
を
聞
く
。

●
答
弁
　
①
羽
曳
が
丘
、
東
部
、
丹
比
の

３
館
は
株
式
会
社
み
の
り
の
里
に
管
理
運

営
委
託
し
各
２
名
ず
つ
配
置
、中
央
、陵
南
、

古
市
は
正
規
と
再
任
用
６
名
と
非
正
規
31

名
を
配
置
。
仕
事
に
は
大
き
な
違
い
は
な

い
が
、
正
規
は
中
・
長
期
的
な
展
望
に
立

っ
た
蔵
書
方
針
の
策
定
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
。
②
業
務
が
停
滞
す
る
職
場
に
会
計
年

度
任
用
職
員
を
任
用
し
て
い
る
。
③
ほ
と

ん
ど
の
職
員
が
司
書
資
格
を
取
得
し
て
い

る
た
め
継
続
性
に
問
題
は
な
く
、
新
規
職

員
の
採
用
は
現
時
点
で
は
予
定
は
な
い
が

総
合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

●
要
望　
中
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
運
営

を
し
て
い
く
た
め
に
再
任
用
職
員
の
専
門
性

が
引
き
継
げ
る
よ
う
早
期
に
正
規
の
司
書
職

員
を
採
用
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
感
染
状
況
が
今
で
も
す
ぐ
分
か

る
工
夫
は
で
き
な
い
の
か
。
②
５
類
に
移
行

後
の
介
護
・
医
療
現
場
へ
の
支
援
を
聞
く
。

●
答
弁
　
①
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
分
か

り
や
す
く
案
内
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。
②

新
た
に
指
定
を
受
け
た
外
来
対
応
医
療
機
関

に
補
助
金
が
あ
り
、
高
齢
者
施
設
に
は
感
染

者
が
複
数
発
生
し
た
場
合
等
に
は
保
健
所
が

感
染
対
策
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　

市
民
に
的
確
な
情
報
を
伝
え
、

検
査
体
制
や
医
療
体
制
を
す
ぐ
に
機
能
で

き
る
よ
う
平
時
か
ら
の
体
制
づ
く
り
を
要

望
す
る
。

竹
本
真
琴
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
A
I
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
が
増
加
し
て
い
る
が
、
対
話
型

A
I
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
い
く
考
え
は
あ

る
の
か
。

●
答
弁
　
利
用
に
よ
り
市
民
へ
の
周
知
文
作

成
、
議
事
録
の
要
約
、
誤
字
脱
字
チ
ェ
ッ
ク
、

新
規
事
業
ア
イ
デ
ア
の
創
出
な
ど
で
業
務
効

率
向
上
が
期
待
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国
か
ら
の
通
知
を
踏
ま
え
、
情
報
収
集
を
行

っ
て
い
く
。

●
質
問　
業
務
効
率
を
高
め
る
こ
と
に
限
っ

た
活
用
で
あ
れ
ば
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を

作
成
し
、
試
験
的
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

●
答
弁
　
業
務
で
の
活
用
を
条
件
付
で
認
め

る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
に
当
た
り
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
作
成
し
、
業
務
効
率
化
に

向
け
試
験
的
運
用
を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
早
期
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
立
案

し
て
、
運
用
に
向
け
て
推
進
す
る
こ
と
を
要

望
す
る
。
ま
た
、
専
門
家
に
よ
る
研
修
等
も

検
討
す
る
よ
う
、
合
わ
せ
て
お
願
い
す
る
。

《
都
市
魅
力
の
発
信
と
目
標
に
つ
い
て
》

●
質
問　
観
光
局
の
事
業
実
施
に
伴
い
、
今

年
４
月
か
ら
都
市
魅
力
部
が
設
置
さ
れ
た

が
、
具
体
的
に
担
う
役
割
や
取
組
、
観
光
局

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

●
答
弁
　
市
内
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
軸
に
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
や
観
光
振
興
推
進
で
、

地
域
活
性
化
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て

い
る
。
観
光
施
策
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
、
観
光
局
と
連
携
し
な
が
ら
、
新
た

な
誘
客
施
策
の
検
討
や
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト

を
磨
き
上
げ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
を

行
っ
て
い
く
。

●
質
問　
具
体
的
な
ス
ポ
ッ
ト
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
内
容
は
。

●
答
弁
　
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
壺
井
•

通
法
寺
地
区
に
注
目
し
て
い
る
。
N
H
K
大

河
ド
ラ
マ
で
河
内
源
氏
に
焦
点
を
当
て
た
作

品
な
ど
が
注
目
を
集
め
、
登
場
人
物
ゆ
か
り

の
地
を
巡
る
歴
史
探
索
ツ
ア
ー
な
ど
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
、
歴
史
フ
ァ
ン
や
ド
ラ
マ
フ
ァ
ン

を
引
き
つ
け
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

●
質
問　
大
阪
•
関
西
万
博
に
ど
の
よ
う
に

参
画
あ
る
い
は
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
現
在
取
組
ん
で
い
る
具
体
的
施

策
は
。

●
答
弁
　
大
阪
•
関
西
万
博
は
、
関
西
の
多

彩
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
世
界
に
発
信
で
き
る

絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
ず
、
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
取
組
を
展
開
し
た
い
。
観
光
局
と
連

携
し
、
来
訪
者
が
求
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造

成
や
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
効
果
的
な
情
報
発
信
等
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

●
質
問　
観
光
施
策
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
を
展
開
す
る
中
で
、
市
独
自
の
指
標
に

基
づ
い
た
来
訪
者
数
や
経
済
効
果
等
の
デ
ー

タ
や
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

●
答
弁
　
当
面
の
数
値
目
標
と
し
て
、
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
来
訪
者
数
累
計
や
、
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
の
件
数
、
観
光
局
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
を
目
標
指
標
と

し
て
い
る
。
ま
た
本
年
度
以
降
に
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
年
度
ご
と
に
目
標
設

定
を
行
い
、
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
く
も
の

と
し
て
い
る
。

●
要
望　
源
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
引
継

が
れ
る
清
泉
壺
井
の
水
を
、
羽
曳
野
オ
リ
ジ

ナ
ル
飲
料
水
と
し
て
開
発
す
る
な
ど
、
ス
ト

ー
リ
ー
性
を
持
た
せ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
今
後
も
、
観
光

局
と
連
携
し
、
戦
略
的
な
観
光
施
策
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
要
望
す
る
。
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笹
井
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
中
学
校
全
員
給
食
に
つ
い
て
》

●
質
問　

中
学
校
全
員
給
食
は
令
和
７
年

度
中
の
実
施
が
示
さ
れ
、
中
学
校
給
食
実

施
方
式
等
の
検
討
報
告
書
が
今
年
５
月
に

示
さ
れ
た
。
①
ど
の
よ
う
な
実
施
方
式
が

検
討
さ
れ
た
の
か
。
②
実
施
方
式
の
検
討

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
③
実
施
方
式
を
決
め

る
た
め
の
審
議
会
や
検
討
委
員
会
を
早
急

に
設
置
し
、
市
民
へ
公
開
、
共
有
す
る
こ

と
や
全
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

を
す
べ
き
だ
が
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
実
施
方
式
は
、
自
校
方
式
・

兄
弟
方
式
・
セ
ン
タ
ー
方
式
・
民
間
調
理

場
活
用
方
式
の
４
方
式
を
比
較
検
討
し
た
。

②
民
間
調
理
場
活
用
方
式
が
早
期
実
現
可

能
で
財
政
面
で
も
優
位
性
が
あ
り
将
来
的

に
給
食
セ
ン
タ
ー
と
の
統
合
も
可
能
と
の

理
由
に
よ
り
教
育
委
員
会
議
で
最
適
と
さ

れ
た
。
令
和
７
年
２
学
期
開
始
を
目
指
す
。

③
審
議
会
等
の
設
置
や
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
実
施
も
予
定
は
な
い
。

●
要
望　

実
施
方
式
を
コ
ス
ト
面
や
効
率

面
、
全
員
喫
食
の
早
期
実
現
を
理
由
に
し
、

教
育
委
員
会
議
だ
け
で
拙
速
決
め
る
べ
き

で
は
な
い
。
こ
の
調
査
を
基
に
早
急
に
関
係

者
や
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
取
り
組
み

こ
そ
重
要
で
あ
る
。
温
か
く
・
安
心
・
安
全

の
中
学
校
全
員
給
食
の
実
現
を
強
く
要
望
。

《
教
育
・
保
育
の
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
幼
稚
園
施
設
を
こ
ど
も
園
に

再
編
統
合
と
い
う
な
ら
対
象
園
の
保
育
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
が

考
え
は
。
②
幼
稚
園
が
廃
園
に
な
る
中
、
こ

ど
も
園
計
画
は
今
後
見
直
し
て
い
く
べ
き

だ
が
考
え
は
。

●
答
弁
　
①
園
児
減
少
は
申
込
時
期
を
早

め
、
少
人
数
と
多
人
数
の
園
で
交
流
保
育

に
取
り
組
み
、
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

大
坪
正
尚
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
の
買
物
困
難
な
地
域
で
は
、

町
会
が
民
間
企
業
に
直
接
移
動
販
売
を
依

頼
し
て
い
る
現
状
だ
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

買
物
に
困
っ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
の
現

状
は
。

●
答
弁
　
課
題
解
決
を
図
る
活
動
を
社
会
福

祉
協
議
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
が
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
地
域
に
あ
る
い

ろ
い
ろ
な
民
間
事
業
者
等
と
も
地
域
課
題
を

共
有
す
る
な
ど
、
連
携
を
図
る
。

●
要
望　

民
間
事
業
者
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
成
り
立
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
も
、
販
路
を
拡
大
し
て

い
く
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
く
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
行
政
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
事
業
者
の
社
会
貢
献
の
部
分
を
様
々

な
形
で
支
え
る
こ
と
が
、
地
域
の
高
齢
者

を
支
え
る
こ
と
と
な
る
。
買
物
に
不
便
を

感
じ
る
方
が
便
利
に
買
物
を
楽
し
め
る
環

境
を
市
が
主
導
、
構
築
し
、
公
民
連
携
事

業
の
実
施
を
要
望
す
る
。

《
ナ
ッ
ジ
理
論
の
活
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　

ナ
ッ
ジ
理
論
と
は
、
行
動
経
済

学
の
理
論
で
、
今
で
は
私
た
ち
の
生
活
の

中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
経
済
的
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
や
罰
則
で
人
を
動
か
す
の
で
は

な
く
、
人
が
意
思
決
定
す
る
際
の
環
境
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
自
発
的
な
行
動
変

容
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
手
法

は
、
当
市
の
よ
う
な
自
治
体
で
も
広
く
活

用
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
大
き
く
注
目
さ
れ
て
く
る
。
民
間

企
業
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
社
内
で

の
目
標
達
成
、
上
司
と
部
下
と
の
人
間
関

係
に
も
ナ
ッ
ジ
理
論
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ナ
ッ
ジ
理
論
へ
の
研
究
や
政
策
で
の
効

果
と
検
証
結
果
、
今
後
の
政
策
へ
の
活
用
に

つ
い
て
当
市
の
見
解
を
伺
う
。

●
答
弁
　
本
市
の
取
組
事
例
と
し
て
は
、
特

定
健
診
の
受
診
勧
奨
に
活
用
し
て
お
り
、
受

診
率
向
上
の
効
果
は
あ
る
も
の
と
感
じ
て
い

る
。
全
国
的
に
は
健
康
、医
療
、環
境
、教
育
、

防
災
、
税
制
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
活
用
事

例
が
あ
り
、
事
業
効
果
の
向
上
が
見
ら
れ
る

報
告
が
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
要
望　
ナ
ッ
ジ
理
論
は
、
こ
れ
か
ら
当
市

の
課
題
解
決
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
た
ば
こ
の
吸
い
殻

や
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
政
策

に
対
し
て
有
効
で
、
可
能
性
は
広
が
る
。
ぜ

ひ
と
も
ナ
ッ
ジ
理
論
を
調
査
研
究
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
発
足
を
提
案
す
る
。

圧
倒
的
な
低
コ
ス
ト
で
大
き
な
成
果
を
生

む
こ
と
が
期
待
で
き
る
た
め
、
今
後
は
全
庁

を
挙
げ
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

《
受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
に
つ
い
て
当
市
の
見
解
を
伺
う
。

●
答
弁
　
大
阪
府
子
ど
も
の
受
動
喫
煙
防
止

条
例
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
利
用
す
る
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
受
動
喫
煙
さ
せ
な
い
よ
う
努
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の

趣
旨
を
啓
発
し
て
い
く
。

●
要
望　
市
と
し
て
、
屋
外
で
の
喫
煙
可
能

エ
リ
ア
と
喫
煙
禁
止
エ
リ
ア
と
を
明
確
に

し
、
一
定
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
必
要
。

子
ど
も
た
ち
の
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
に
対
し

て
は
、
明
確
な
ル
ー
ル
を
つ
く
り
、
子
ど
も

た
ち
を
そ
う
し
た
被
害
か
ら
守
る
こ
と
は
社

会
の
責
務
で
あ
る
。
そ
う
し
た
環
境
づ
く
り

と
明
確
な
ル
ー
ル
づ
く
り
に
向
け
て
、
私
も

調
査
研
究
し
て
い
く
。
市
と
し
て
も
尽
力
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

き
た
い
。
②
認
定
こ
ど
も
園
化
を
基
本
に

第
３
園
は
令
和
８
年
４
月
開
園
予
定
、
第

４
園
は
令
和
10
年
開
園
予
定
、
第
５
園
は

開
園
時
期
未
定
。　

●
要
望　

市
は
地
域
の
子
育
て
拠
点
の
公

立
幼
稚
園
を
守
り
存
続
す
る
の
で
は
な
く
、

園
児
減
少
を
口
実
に
公
共
施
設
統
廃
合
計

画
に
よ
る
施
設
の
効
率
化
を
図
る
方
向
で

進
め
ら
れ
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
具
体
策

も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
集
団
保
育
が
で
き

な
い
と
西
浦
幼
稚
園
を
廃
園
に
す
る
の
で

は
な
く
、
地
域
に
根
差
し
た
子
育
て
拠
点

と
し
て
の
公
的
役
割
が
果
た
せ
る
施
設
づ

く
り
を
強
く
要
望
。

《
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
授
業
に
つ
い
て
》

●
質
問　

３
校
で
プ
ー
ル
改
修
さ
れ
令
和

６
年
３
月
竣
工
予
定
の
誉
田
中
学
校
を
除

き
全
小
・
中
学
校
で
水
泳
授
業
が
始
ま
る
。

①
水
泳
授
業
時
間
の
確
保
は
。
ま
た
着
衣

水
泳
の
取
り
組
み
は
。
②
自
校
プ
ー
ル
が

使
用
で
き
な
い
５
校
へ
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
そ
の
際
の
安
全
対
策
は
。
③
地
域
へ

の
プ
ー
ル
開
放
は
。

●
答
弁
　
①
授
業
時
間
は
平
均
７
〜
８
回

実
施
し
て
い
た
が
今
年
度
は
45
分
間
を
１

回
と
し
全
校
最
大
５
回
で
計
画
し
て
い
る
。

着
衣
水
泳
は
13
校
で
実
施
。
②
徒
歩
移
動

す
る
の
は
２
校
、
バ
ス
移
動
は
３
校
。
安

全
対
策
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
派
遣
の
人

数
確
保
が
で
き
ず
、
校
区
見
守
り
隊
の
協

力
や
教
育
委
員
会
職
員
を
配
置
し
て
支
援

す
る
。
③
本
年
度
は
登
録
団
体
十
数
団
体

に
開
放
予
定
。

●
要
望　

今
年
度
は
全
校
で
最
大
５
回
の

計
画
だ
が
授
業
が
確
保
で
き
る
学
校
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
授
業
数
の
確

保
を
要
望
。
徒
歩
や
バ
ス
で
の
移
動
へ
の

安
全
対
策
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
安

全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
水
泳
授
業
を
継

続
実
施
す
る
な
ら
ば
自
校
で
の
水
泳
授
業

が
で
き
る
よ
う
改
修
計
画
を
立
て
て
す
す

め
る
事
を
強
く
要
望
。
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《
軽
度
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器
に
つ
い
て
》

●
質
問　
国
や
大
阪
府
の
助
成
事
業
に
も
該

当
し
な
い
難
聴
児
に
対
す
る
、
購
入
費
用
補

助
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
問
う
。

●
答
弁
　
障
害
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る

為
の
法
律
に
基
づ
く
装
具
費
の
支
給
並
び

に
中
等
度
難
聴
児
に
対
す
る
大
阪
府
難
聴

児
補
聴
器
交
付
事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
く

助
成
の
対
象
で
な
い
18
歳
未
満
で
両
耳
の

聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
軽
度

難
聴
児
に
対
し
、
補
聴
器
の
購
入
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
助
成

実
績
は
、令
和
2
年
度
4
件
、3
年
度
1
件
、

4
年
度
1
件
、
本
年
度
は
現
時
点
で
1
件
。

●
質
問　

子
ど
も
の
補
聴
器
は
耐
久
性
が

あ
る
が
、
急
速
な
成
長
に
よ
る
補
聴
器
の

取
替
え
や
夏
場
の
汗
や
水
な
ど
に
よ
る
故

障
等
、
そ
の
度
に
家
庭
で
は
負
担
が
生
じ

る
。
補
聴
器
の
購
入
助
成
事
業
に
加
え
、

修
理
費
の
助
成
事
業
を
大
阪
府
下
で
実
施

し
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
の
か
、
軽
度
で

も
中
等
度
で
も
聴
覚
障
害
を
抱
え
る
子
ど

も
達
に
と
っ
て
補
聴
器
は
生
活
す
る
上
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
言
語
の
発
達
や
学

び
、
社
会
性
に
影
響
す
る
こ
と
が
無
い
よ

う
市
と
し
て
寄
添
い
支
援
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
修
理
費
の
助
成
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
へ
の
当
市
の
見
解
に
つ

い
て
問
う
。

●
答
弁
　
府
内
43
市
町
村
中
、
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
な
い
3
自
治
体
を
除
く
40
自

治
体
が
、
軽
度
難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費

用
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
う
ち
修
理
費

も
対
象
と
し
て
い
る
の
は
32
自
治
体
と
な

っ
て
い
る
。
本
市
と
し
ま
し
て
は
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が

ら
、
来
年
度
実
施
に
向
け
て
の
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。

●
要
望　
聴
覚
に
障
害
を
抱
え
て
い
て
も
、

周
り
の
友
達
と
変
わ
ら
ぬ
生
活
を
送
り
、

健
や
か
な
学
び
と
成
長
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
は
市
と
し
て
も
必
要
と
考
え
る
。
現

在
実
施
し
て
い
る
補
聴
器
の
購
入
助
成
事

業
に
加
え
、
軽
度
・
中
等
度
補
聴
器
の
修

理
費
に
係
る
費
用
の
助
成
事
業
に
つ
い
て

も
来
年
度
実
施
に
向
け
て
取
組
む
こ
と
を

要
望
。

《
予
期
せ
ぬ
妊
娠
に
つ
い
て
》

●
質
問　

女
性
の
4
人
に
1
人
が
人
工
妊

娠
中
絶
を
選
択
、
中
絶
件
数
は
減
少
傾
向

だ
が
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠
を
減
ら
す
為
の
工

夫
は
継
続
的
に
必
要
と
考
え
る
。
妊
娠
を

し
た
女
性
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠
を
し
た
女
性

へ
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
詳
し
く
問
う
。

●
答
弁
　
全
て
の
妊
婦
が
妊
娠
、
出
産
、

育
児
に
関
す
る
不
安
や
心
配
事
を
保
健
師

や
助
産
師
に
相
談
で
き
る
伴
走
型
支
援
を

実
施
し
、
予
期
せ
ぬ
妊
娠
を
防
ぐ
取
組
は
、

公
立
中
学
校
5
校
3
年
生
と
義
務
教
育
学

校
9
年
生
に
お
い
て
、
助
産
師
に
よ
る
思

春
期
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

●
質
問　
ア
フ
タ
ー
ピ
ル
や
経
口
人
工
中
絶

薬
等
の
十
分
な
知
識
が
な
い
状
況
で
は
、
安

易
な
性
行
為
に
よ
る
10
代
の
妊
娠
を
助
長
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
性
教
育
の
遅
れ
が
指

摘
さ
れ
る
中
、
思
春
期
教
室
の
内
容
を
ど
の

よ
う
に
選
定
し
て
い
る
の
か
問
う
。

●
答
弁
　
講
師
の
助
産
師
と
学
校
長
、
養

護
教
諭
、
担
当
保
健
師
が
話
合
い
を
重
ね
、

内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

●
要
望　
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
為
、

時
代
に
即
し
た
危
機
管
理
の
方
法
等
を
取

入
れ
た
内
容
の
検
討
を
要
望
と
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
発
達
障
害
の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
へ
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

8

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
2
類
か

ら
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
３
カ
月
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
不
安

と
マ
ス
ク
は
外
せ
な
い
生
活
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
引
き
続

き
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
度
に
入
り
市
の

関
連
行
事
も
平
時
へ
と
戻
り
、
教
育
現

場
に
お
き
ま
し
て
は
、
６
月
19
日
よ
り

４
年
ぶ
り
に
プ
ー
ル
授
業
が
再
開
さ
れ
、

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
子
ど
も
達
の
笑
顔

で
一
杯
で
あ
り
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
第
２
回
定
例
会
の
内
容
に

つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
主
に
補
正

予
算
議
案
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支

援
給
付
金
や
障
害
者
施
設
等
を
対
象
と
し

た
物
価
高
騰
一
時
支
援
金
な
ど
の
審
査
結

果
と
、
11
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
内

容
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。な
お
、

市
議
会
で
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
議
案

書
や
意
見
書
、
議
決
結
果
な
ど
、
ま
た
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
、
議
会
開
催
中
の
ラ
イ

ブ
映
像
や
録
画
映
像
、
議
事
録
等
を
発
信

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
視
聴
し
て
い
た
だ

き
た
く
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ
り
の
編
集

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　
　

  

花
川　

 
雅
昭　
　
　
通
堂　

 

義
弘

  

大
坪　

 

正
尚　
　
　
南　
　
　

 

玲

  

黒
川　
　

 

実　
　
　
竹
本　

 

真
琴

  

樽󠄀
井 

佳
代
子

　

   

令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
日
程

　
第
３
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催

す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら

で
す
。

8
月
31
日
（
木
）	

本
会
議
（
議
案
審
議
）

9
月
7
日
（
木
）	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
8
日
（
金
）	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

9
月
11
日
（
月
）	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
　
　
　
　
　  

予
備
日

9
月
14
日
（
木
）	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

9
月
15
日
（
金
）	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　  

予
備
日

9
月
20
日
（
水
）	

民
生
産
業
常
任
委
員
会

9
月
21
日
（
木
）	

民
生
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　  

予
備
日

9
月
25
日
（
月
）	

建
設
企
業
常
任
委
員
会

10
月
2
日
（
月
）	

本
会
議

　
　
　
　
　
　
　 

（
委
員
長
報
告
等
・
役
員
選
挙
）

10
月
3
日
（
火
）	

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

10
月
4
日
（
水
）	

本
会
議
（
役
員
選
挙
）

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
議
事
等
の
都
合
に

よ
り
一
部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。）




